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序
、
タ
イ
ト
ル
「
銃
口
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
対
談

　

三
浦
綾
子
（
一
九
二
二
―
一
九
九
九
、
以
下
綾
子
）「
最
後
の
小
説
」（
１
）
に
し
て
「
遺
言
」（
２
）
と
も
言
わ
れ
る
『
銃
口
』

は
、
小
学
館
の
月
刊
誌
「
本
の
窓
」
に
、
一
九
九
〇
年
一
月
号
か
ら
一
九
九
三
年
八
月
号
ま
で
三
年
八
カ
月
、
計
三
七
回

に
渡
り
連
載
さ
れ
、
翌
一
九
九
四
年
三
月
一
〇
日
に
上
巻
と
下
巻
が
単
行
本
と
し
て
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
原
稿
用
紙

一
一
一
〇
枚
、
デ
ビ
ュ
ー
作
『
氷
点
』（
一
九
六
五
）
の
長
さ
を
超
え
る
長
編
（
３
）
で
あ
る
。
昭
和
も
暮
れ
な
ず
も
う
と
し

て
い
た
一
九
八
八
年
九
月
に
、
同
誌
編
集
長
の
眞
杉
章
か
ら
「
昭
和
を
背
景
に
神
と
人
間
を
書
い
て
欲
し
い
」（４
）、
と
新

宮
本
百
合
子『
道
標
』と
三
浦
綾
子『
銃
口
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︱
︱
タ
イ
ト
ル「
銃
口
」を
め
ぐ
る
一
考
察
︱
︱

林
　

香
苗

［
論
文
］
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連
載
の
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
る
。
綾
子
は
故
郷
旭
川
と
、
初
任
地
の
炭
坑
街
歌
志
内
（
小
説
で
は
幌
志
内
）、
そ
し
て
満

州
を
舞
台
に
据
え
、
大
正
天
皇
の
御
大
葬
か
ら
昭
和
天
皇
の
御
大
葬
ま
で
を
背
景
に
、
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
く
主
人
公
北
森
竜
太
の
半
生
を
描
い
た
。

　

こ
の
小
説
の
特
色
の
一
つ
に
、「
銃
口
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
。
連
載
終
了
直
後
の
対
談
（
５
）
で
、
文
芸
評

論
家
の
黒
古
一
夫
は
逸
早
く
、「『
銃
口
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
、
ぼ
く
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
」、「
戦
争
の
時
代

の
象
徴
と
い
う
こ
と
で
も
十
分
に
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
銃
口
が
誰
に
よ
っ
て
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
三
浦
さ
ん

の
深
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
だ
」
と
述
べ
る
。
す
る
と
綾
子
は
、「
昭
和
を
三
浦
さ
ん
の
立
場
か
ら
総
括
し
て
ほ

し
い
」
と
連
載
を
依
頼
さ
れ
、「
昭
和
と
い
え
ば
戦
争
」、「
戦
場
で
火
を
噴
く
銃
口
も
あ
る
け
れ
ど
も
」「
あ
な
た
に
も
私
に

も
、
銃
口
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
」、「
目
に
見
え
て
く
る
形
も
あ
る
し
、
見
え
な
い
形
も
あ
る
。
敵

も
味
方
も
わ
か
ら
な
い
、
気
味
の
悪
さ
」
と
答
え
る
。
続
い
て
眞
杉
も
、「
そ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
書
い
て
こ
ら
れ
た
作
品
の

中
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
が
硬
質
」、「
例
え
ば
野
間
宏
が
『
銃
口
』
と
い
っ
た
っ
て
、
ぼ
く
は
別
に
驚
か
な
い
。
三
浦

綾
子
さ
ん
が
こ
の
昭
和
と
い
う
時
代
を
書
く
小
説
に
、『
銃
口
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
し
か
も
、
き
っ
ぱ
り
と
。

こ
れ
は
す
ご
い
ぞ
、
と
ま
ず
思
い
ま
し
た
」
と
、
や
は
り
タ
イ
ト
ル
を
告
げ
ら
れ
た
時
に
抱
い
た
強
い
印
象
に
つ
い
て
言

及
す
る
。

　

一
方
、
そ
の
翌
年
の
対
談
（
６
）
で
、
教
育
運
動
家
の
碓
田
の
ぼ
る
は
、「
銃
口
」
連
載
中
で
あ
る
一
九
九
二
年
刊
、
小
林

多
喜
二
の
母
を
描
い
た
小
説
『
母
』
と
比
較
し
、「
作
品
の
表
題
と
し
て
は
非
常
に
対
照
的
で
、
三
浦
さ
ん
の
作
品
の
中
で

も
『
銃
口
』
と
い
う
よ
う
な
表
題
は
、
あ
ま
り
な
い
」、「
こ
の
作
品
を
読
む
と
、
三
浦
さ
ん
が
、
長
い
時
間
、『
銃
口
』
と

い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
気
が
す
る
」と
述
べ
る
。す
る
と
綾
子
は
、先
の
対
談
や
単
行
本
の「
あ
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と
が
き
」
で
は
述
べ
て
い
な
か
っ
た
次
の
言
及
を
す
る
。「
宮
本
百
合
子
の
小
説
に
出
て
き
ま
す
ね
、『
銃
口
』
が
。
何
で
し

た
っ
け
？
」。
こ
れ
に
対
し
碓
田
が
、「
三
浦
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
ま
す
よ
ね
、『
十
二
年
の
手
紙
』を
読
ま
れ
た
感
想
に
。『
あ

の
軍
国
主
義
時
代
、
天
皇
を
神
と
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
天
皇
制
反
対
、
侵
略
戦
争
反
対
を
と
な
え
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ

け
の
勇
気
を
要
す
る
か
、言
っ
て
み
れ
ば
銃
口
の
前
に
飛
び
出
す
に
ひ
と
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
』と
。」と
答
え
る
。
つ
ま
り
、

碓
田
は
、
綾
子
が
か
つ
て
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
書
簡
集
『
十
二
年
の
手
紙
』
の
読
後
感
（
７
）
で
、
喩
え
と
し
て
「
銃
口
」

を
使
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
わ
け
だ
が
、
綾
子
は
さ
ら
に
、「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
百
合
子
の
小
説
の
中
に
『
銃
口

だ
け
が
長
い
間
、
光
っ
て
土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
』
と
い
う
よ
う
な
感
じ
の
文
章
が
何
回
か
繰
り
返
し
出
て
く
る
ん
で

す
。
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
非
常
に
心
ひ
か
れ
た
ん
で
す
ね
」
と
述
べ
る
。

　

こ
の
「
百
合
子
の
小
説
」
と
は
、
宮
本
百
合
子
（
一
八
九
九
―
一
九
五
一
、
以
下
百
合
子
）
最
後
の
小
説
『
道
標
』
を

指
し
、
こ
の
点
に
佐
藤
将
寛
（
８
）
や
上
出
恵
子
（
９
）
も
着
眼
す
る
も
の
の
、「
銃
口
」
が
、『
道
標
』
と
『
銃
口
』
両
作
品
の

ど
の
場
面
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
詳
し
い
考
察
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
管
見
の
限
り
、
先

行
研
究
に
お
い
て
、
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
の
タ
イ
ト
ル
が
宮
本
百
合
子
の
『
道
標
』
に
由
来
す
る
説
明
は
あ
っ
た
が
、
宮

本
百
合
子
と
三
浦
綾
子
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
銃
口
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
着
目
し
、
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
小
説
『
道
標
』
の
作
者
宮
本

百
合
子
を
綾
子
が
知
る
い
き
さ
つ
、
及
び
受
け
た
影
響
を
検
証
す
る
。
つ
い
で
、『
道
標
』
と
『
銃
口
』
両
作
品
に
お
け
る

「
銃
口
」
の
描
写
を
分
析
す
る
。
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一
、
前
川
正
か
ら
渡
さ
れ
た
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
『
十
二
年
の
手
紙
』

　

本
章
で
は
、綾
子
が
百
合
子
を
真
に
（
⓾
）
知
る
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
す
る
。
主
な
典
拠
を
「
三
浦
綾
子 

年
譜
」（⓫
）、「
自

作
年
譜
」（
⓬
）
及
び
、
自
伝
小
説
『
道
あ
り
き
』（
⓭
）、
前
川
正
と
堀
田
（
旧
姓
）
綾
子
の
往
復
書
簡
集
『
生
命
に
刻
ま
れ
し

愛
の
か
た
み
』（
⓮
）、『
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
』（
⓯
）
と
し
、
時
系
列
に
沿
い
初
出
順
に
次
に
挙
げ
る
。
な
お
、
年
齢
は
満

年
齢
で
統
一
し
、
傍
線
は
筆
者
が
施
し
た
。
以
下
同
。

・
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
綾
子
二
三
歳
。

　

八
月
一
五
日
。
玉
音
放
送
を
聴
き
、
奉
安
殿
に
ひ
れ
伏
し
泣
く
。
日
本
、
無
条
件
降
伏
。
九
月
、
生
徒
た
ち
に
墨
塗

り
（
教
科
書
の
軍
国
主
義
的
部
分
の
削
除
）
を
さ
せ
る
。

・
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
、
綾
子
二
四
歳
。

　

三
月
、
敗
戦
ま
で
の
国
家
の
欺
瞞
、
教
育
の
過
ち
に
気
付
き
、
七
年
間
務
め
た
教
職
を
辞
す
。
不
信
と
虚
無
の
荒
廃

し
た
生
活
が
始
ま
る
。
四
月
一
三
日
、
昏
倒
。
六
月
、
肺
結
核
に
て
療
養
所
に
入
る
。
一
三
年
間
に
及
ぶ
療
養
生
活
が

始
ま
る
。

　

日
本
の
勝
利
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
軍
国
主
義
教
育
を
行
っ
て
い
た
綾
子
が
敗
戦
で
抱
い
た
屈
辱
感
、
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自
責
の
念
は
大
き
く
、
翌
年
結
核
に
倒
れ
る
が
、
も
は
や
悲
し
み
も
絶
望
も
な
か
っ
た
。

・
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
、
綾
子
二
六
歳
、
前
川
二
八
歳
。

　

一
二
月
二
七
日
、
幼
な
じ
み
で
二
歳
年
上
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
肺
結
核
で
休
学
中
の
北
海
道
大
学
医
学
部
生
前
川
正

と
、
互
い
に
結
核
患
者
の
会
の
会
員
と
し
て
一
七
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
。
一
二
月
二
八
日
、
同
日
付
前
川
正
か
ら
の
葉

書
を
受
け
取
る
。
延
べ
、
千
余
通
に
及
ぶ
書
簡
の
往
復
が
始
ま
る
。
だ
が
、
前
川
か
ら
の
葉
書
に
対
し
、「
た
い
く
つ
な

人
」
と
い
う
印
象
し
か
な
か
っ
た
。

・
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
綾
子
二
七
歳
、
前
川
二
九
歳
。

　

療
養
所
で
の
療
養
態
度
に
注
意
を
促
す
前
川
に
、「
だ
か
ら
わ
た
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
っ
て
大
き
ら
い
な
の
よ
。
何
よ

君
子
ぶ
っ
て
︙
︙
」
な
ど
と
悪
態
を
つ
く
。
一
方
、
自
分
の
命
が
あ
と
何
年
も
も
た
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
前
川
は
、

そ
の
命
を
綾
子
に
注
ご
う
と
す
る
。
四
月
、
退
院
す
る
が
、
依
然
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
見
出
せ
な
い
。
六
月
初
旬
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
斜
里
町
に
住
む
婚
約
者
に
婚
約
の
解
消
を
伝
え
に
行
き
、
そ
の
夜
入
水
自
殺
を
図
る
。
六
月
下

旬
、
前
川
は
綾
子
を
旭
川
市
の
春
光
台
に
誘
い
、
綾
子
を
救
え
な
い
自
身
の
無
力
さ
、
信
仰
心
の
薄
さ
を
嘆
き
、
自
ら

の
足
を
石
で
打
ち
つ
け
る
。
そ
の
姿
に
心
打
た
れ
た
綾
子
は
、「
前
川
正
の
、
わ
た
し
へ
の
愛
だ
け
は
、
信
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
思
い
、
酒
も
煙
草
も
や
め
る
。
前
川
の
勧
め
で
英
語
を
学
び
歌
を
詠
み
、
聖
書
を
読
み
、
教
会
に
通
い

始
め
る
が
、「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
祈
る
祈
り
に
も
、（
略
）
疑
い
を
持
」
つ
。
一
〇
月
二
〇
日
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』

が
刊
行
さ
れ
る
。
一
〇
月
二
六
日
、
前
川
は
そ
の
扉
に
、「
か
つ
て
の
自
分
た
ち
の
声
を
聞
こ
う
（
⓰
）」
と
記
し
綾
子
に
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贈
る
。
一
一
月
一
八
日
、
前
川
は
、
綾
子
宛
書
簡
で
そ
の
読
後
感
四
枚
の
宿
題
を
課
す
。
一
一
月
二
一
日
、
綾
子
も
す

ぐ
に
返
事
を
送
る
（
以
下
、『
生
命
に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
』『
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
』
本
文
の
要
約
）。
私
は
こ

の
声
を
聴
い
た
と
言
え
る
か
（
略
）
こ
れ
は
生
命
全
体
で
読
む
べ
き
も
の
だ
。
戦
争
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
否
定
す
べ

き
も
の
を
持
た
せ
て
く
れ
る
も
の
は
何
か
。
学
徒
の
中
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
い
た
が
、
私
の
ほ
し
い
神
を
感
じ
さ
せ

な
か
っ
た
。〝
神
国
日
本
〟
の
言
葉
は
、
耳
に
た
こ
の
で
き
る
ほ
ど
聞
き
は
し
た
。
し
か
し
〝
生
命
〟
に
つ
い
て
は
、
一

つ
も
触
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
学
徒
の
声
が
、
決
し
て
日
本
の
み
に
あ
る
声
に
は
思
え
な
く
な
っ
た
。
私
は
世
界
の
若

い
魂
の
死
際
の
声
を
聴
く
。
偽
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
言
葉
、
本
当
の
事
を
言
い
た
い
言
葉
が
は
っ
き
り
と
わ
か
れ
て
あ
る
。

一
一
月
二
二
日
、
前
川
は
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
読
後
感
、
綾
ち
ゃ
ん
が
こ
ん
な
に
も
神
を
求
め
て
い
る
の
か

と
思
う
と
、
本
当
に
私
は
心
か
ら
嬉
し
く
―
う
れ
し
泪
を
流
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
満
点
を
差
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
一
晩
中
嬉
し
く
て
、
泪
を
一
晩
中
床
の
中
で
流
し
、
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
た
と
申
し
た
ら
、
偽
り
に
な
る
で
し
ょ
う

か
？　

私
の
心
を
本
当
に
わ
か
っ
て
頂
け
る
か
―
こ
の
私
の
喜
び
を
︙
︙
⓫
．
㉓
朝
」
と
返
信
す
る
。

　

こ
こ
で
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
が
刊
行
さ
れ
た
わ
ず
か
六
日
後
に
、
前
川
が
そ
れ
を
綾
子
に
渡
し
た
点
に
着
目
し

た
い
。
ま
た
、前
川
が
綾
子
に
与
え
た
使
命
も
、扉
の
言
葉
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
川
は
、「
わ
だ
つ
み
」は「
か

つ
て
の
自
分
た
ち
」な
の
だ
と
伝
え
た
。
そ
し
て
、わ
だ
つ
み
に
は
、発
し
た
い「
声
」が
あ
る
は
ず
で
、そ
れ
を「
き
け（
聞

こ
う
）」
と
綾
子
の
心
に
風
穴
を
開
け
た
。
つ
ま
り
、前
川
は
「
声
を
聴
こ
う
と
す
る
意
志
」
を
、綾
子
に
授
け
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
時
点
で
の
綾
子
は
、
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
信
じ
切
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
自
問
自
答
し
な
が
ら

も
綾
子
の
中
に
、「
戦
争
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
否
定
す
べ
き
も
の
を
持
た
せ
て
く
れ
る
も
の
」
へ
の
希
求
と
、「
世
界
」
と
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い
う
視
点
が
生
ま
れ
始
め
る
。
ま
た
、
こ
の
綾
子
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
翌
日
に
、
前
川
が
す
ぐ
さ
ま
返
信
を
送
り
、

し
か
も
翌
朝
ま
で
筆
を
し
た
た
め
て
い
た
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

な
お
、
土
屋
文
明
を
敬
愛
し
、
ア
ラ
ラ
ギ
誌
に
投
稿
を
つ
づ
け
て
い
た
前
川
は
、
こ
の
年
に
次
の
よ
う
な
歌
も
詠
ん
で

い
る
。
こ
の
作
品
へ
の
思
い
の
深
さ
を
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　
　

夜
更
け
て
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
を
読
む
母
な
り
み
れ
ば
泪
ぐ
み
ゐ
つ
（
⓱
）　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
川
正
）

・
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
綾
子
二
八
歳
、
前
川
三
〇
歳
。

　

前
川
は
五
月
二
七
日
付
の
日
記
に
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
往
復
書
簡
（「
世
界
評
論
」
誌
掲
載
）
の
感
想
を
、「
百

合
子
の
顕
治
あ
て
の
手
紙
は
、
深
い
信
頼
と
依
存
が
美
し
い
響
き
で
語
り
か
け
て
い
る
」、「〝
離
れ
住
む
〟
と
い
う
点
で

は
私
達
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
高
さ
の
点
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
記
し
、
自
身
と
綾
子
の
姿
に
重
ね
る
。

六
月
、
自
分
の
体
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
綾
子
は
、
前
川
と
共
に
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
て
受
診
。

同
書
簡
集
が
『
十
二
年
の
手
紙
』
と
し
て
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
秋
、
三
七
度
四
分
の
熱
が
続
き
体
が
次
第
に

痩
せ
て
い
く
が
、
神
経
質
に
よ
る
発
熱
、
と
決
め
つ
け
る
医
師
と
現
代
の
科
学
に
不
信
感
を
抱
く
。
一
〇
月
、
前
川

は
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
綾
子
へ
贈
る
（
⓲
）。
こ
れ
を
機
に
、綾
子
は
百
合
子
の
作
品
を
真
剣
に
読
み
始
め
る
。
一
二
月
、

『
道
標
』
連
載
終
了
（「
展
望
」
誌
に
一
九
四
七
年
一
〇
月
か
ら
）。
綾
子
は
初
め
て
、作
家
（
百
合
子
）
に
手
紙
を
書
き
、

そ
の
感
動
を
綴
る
（
⓳
）。

　

前
川
と
の
親
し
さ
が
増
し
た
こ
の
年
の
五
月
に
、
綾
子
は
恋
愛
に
関
す
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
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導
か
れ
つ
つ
叱
ら
れ
つ
つ
来
し
二
年
何
時
し
か
深
く
愛
し
て
居
り
ぬ
（
⓴
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
田
綾
子
）

　

ま
た
、
前
川
の
影
響
で
、
平
和
と
い
う
問
題
も
切
実
に
考
え
始
め
た
中
で
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
読
み
進
め
、
宮
本
百

合
子
と
い
う
人
物
と
そ
の
生
き
様
を
、
こ
こ
で
綾
子
は
真
に
知
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
前
川
も
、
一
対
の
男
女
の
在
り

方
の
理
想
と
し
て
顕
治
と
百
合
子
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
日
記
に
表
れ
て
い
る
。

・
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
綾
子
二
九
歳
、
前
川
三
一
歳
。

　

一
月
二
一
日
、
百
合
子
急
逝
。
ラ
ジ
オ
で
聞
き
、
綾
子
思
わ
ず
泣
く
（
㉑
）。
二
月
二
七
日
、
前
川
は
『
十
二
年
の
手

紙
そ
の
一
』
を
綾
子
に
贈
る
（
㉒
）。
そ
の
扉
に
「
私
達
も
」
と
綾
子
が
記
し
、
二
人
は
拇
印
を
捺
す
。
四
月
三
〇
日
、

前
川
は
『
十
二
年
の
手
紙
そ
の
二
』
を
贈
る
。
扉
に
は
同
じ
く
二
人
が
拇
印
を
捺
し
、
前
川
が
「
勉
強
！
勉
強
！
」

と
記
す
。
一
〇
月
、
体
が
ま
す
ま
す
痩
せ
て
い
き
、
前
川
の
勧
め
で
旭
川
赤
十
字
病
院
に
入
院
す
る
。

・
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
綾
子
三
〇
歳
、
前
川
三
二
歳
。

　

二
月
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
の
疑
い
が
強
ま
り
、
札
幌
医
科
大
学
附
属
病
院
（
以
下
、
札
幌
医
大
病
院
）
に
転
院
。
三

月
、
前
川
の
依
頼
を
受
け
た
日
本
基
督
教
会
札
幌
北
一
条
教
会
員
西
村
久
蔵
（『
愛
の
鬼
才
』
の
主
人
公
）
の
見
舞
い

を
受
け
る
。
四
月
、
体
が
一
層
痩
せ
て
い
く
。
五
月
末
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
と
診
断
さ
れ
る
。
以
後
七
年
間
ギ
プ
ス
ベ
ッ

ド
に
病
臥
し
、
絶
対
安
静
を
強
い
ら
れ
る
。
七
月
五
日
、
綾
子
、
西
村
の
導
き
で
小
野
村
林
蔵
牧
師
に
よ
り
病
床
受
洗
。

一
二
月
一
七
日
、
前
川
、
肋
骨
切
除
胸
郭
成
形
手
術
（
一
回
目
の
手
術
）。
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百
合
子
の
訃
報
に
嘆
き
悲
し
む
綾
子
に
、前
川
は『
十
二
年
の
手
紙
』（
そ
の
一
、そ
の
二
）を
続
け
て
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
、

西
村
に
綾
子
の
見
舞
い
を
依
頼
し
、
自
身
も
変
わ
ら
ず
手
紙
も
送
り
続
け
、
独
り
離
れ
住
む
綾
子
を
懸
命
に
支
え
る
。
戦

後
、
一
切
の
も
の
を
信
じ
る
こ
と
を
や
め
自
殺
ま
で
図
っ
た
綾
子
が
、
つ
い
に
受
洗
す
る
に
至
る
。
そ
の
過
程
に
は
、
前

川
が
、
綾
子
の
そ
の
時
々
の
心
の
叫
び
声
を
聴
き
、
そ
れ
に
応
え
導
く
か
の
よ
う
に
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
渡
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

・
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
、
綾
子
三
一
歳
、
前
川
三
三
歳
。

　

七
月
一
二
日
、西
村
急
逝
。
一
〇
月
、札
幌
医
大
病
院
を
ギ
プ
ス
ベ
ッ
ド
の
ま
ま
退
院
。
自
宅
療
養
に
入
る
。
一
一
月
、

前
川
が
綾
子
を
訪
問
。こ
れ
が
最
後
の
訪
問
と
な
る
。そ
の
後
ま
も
な
く
前
川
の
病
状
悪
化
。『
十
二
年
の
手
紙 

そ
の
三
』

の
扉
に
、「
祝
ク
リ
ス
マ
ス　

綾
ち
ゃ
ん
」と
記
し
、綾
子
に
贈
る
（
㉓
）。
こ
れ
が
、前
川
か
ら
贈
ら
れ
た
最
後
の
本
と
な
る
。

・
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
、
綾
子
三
二
歳
。

　

五
月
二
日
、
前
川
召
天
（
享
年
三
三
）。
綾
子
、
悲
し
み
が
深
く
、
一
年
間
ほ
ぼ
人
に
会
わ
ず
に
過
ご
す
。
と
同
時
に
、

前
川
の
死
の
直
後
、
綾
子
は
二
人
の
書
簡
集
を
出
し
た
い
と
思
う
（
一
九
年
後
の
一
九
七
三
年
に
実
現
し
、『
生
命
に
刻

ま
れ
し
愛
の
か
た
み
』
が
新
潮
社
か
ら
刊
行
）。

　

西
村
の
急
逝
に
続
き
、
か
け
が
え
の
な
い
前
川
も
去
り
、
再
び
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
綾
子
の
悲
し
み
の
深
さ

は
果
て
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
綾
子
が
こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
こ
と
を
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
託
し
、
更
に
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は
『
十
二
年
の
手
紙
』
に
描
か
れ
た
百
合
子
の
生
き
方
を
こ
れ
か
ら
の
〈
生
〉
の
道
標
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、
前
川
は

こ
れ
を
最
期
に
手
渡
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
想
い
が
伝
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
悲
嘆
に
く
れ
な
が
ら

も
「
二
人
の
書
簡
集
を
出
し
た
い
」
と
綾
子
は
決
意
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
翌
年
、三
浦
光
世
と
出
逢
っ
た
綾
子
は
、一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
結
婚
す
る
。
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
、

雑
貨
屋
を
開
店
し
、
二
年
後
に
『
氷
点
』
を
書
き
始
め
る
こ
の
時
期
は
、
綾
子
の
人
生
の
新
た
な
幕
開
け
と
も
言
え
よ
う
。

だ
が
、
前
川
の
死
後
に
「
出
し
た
い
」
と
決
意
し
た
二
人
の
書
簡
集
が
、
一
九
年
の
時
を
経
て
一
九
七
三
年
に
出
版
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
前
川
か
ら
渡
さ
れ
た
も
の
を
、
綾
子
が
こ
の
間
に
想
い
温
め
続
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
を
、
次
章
で
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
二
、
三
浦
綾
子
作
品
に
み
る
宮
本
百
合
子
と
そ
の
影
響

　

一
九
五
〇
年
に
、宮
本
百
合
子
の
小
説『
道
標
』の
連
載
が
終
了
し
た
。
綾
子
は
、そ
こ
に
繰
り
返
し
出
て
来
た「
銃
口
」に
、

「
非
常
に
心
ひ
か
れ
た
」
と
語
っ
て
い
た
が
、そ
こ
か
ら
一
四
年
の
時
を
経
て
（
㉔
）、自
身
も
『
氷
点
』
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

以
後
書
か
れ
た
作
品
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
宮
本
百
合
子
」
に
関
す
る
言
説
、「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」、

「
銃
口
」（
と
い
う
言
葉
）
を
、初
出
順
（
連
載
作
品
は
、連
載
開
始
年
で
記
す
）
に
辿
る
。（
な
お
小
説
・
自
伝
小
説
に
は
［
小
］、

エ
ッ
セ
イ
に
は
［
エ
］、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
［
イ
］、
対
談
に
は
［
対
］
と
付
し
、
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
を
「　

」
内
に
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記
す
。）

二
︱
一
、
作
家
歴
一
～
一
〇
年
（
一
九
六
四
～
一
九
七
三
年
）

・
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
、
綾
子
四
三
歳
。

　

奈
緒
実
は
、
三
日
が
か
り
で
、
戦
没
学
生
の
手
記
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
と
、
原は

ら

民た
み
き喜

の
「
夏
の
花
」
を
読
み

終
え
た
。
そ
こ
に
は
、
な
ま
な
ま
と
し
た
戦
争
の
匂
い
が
あ
っ
た
。
戦
争
に
押
し
ひ
し
が
れ
た
、
い
た
ま
し
い
命
の
う

め
き
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
小
］「
ひ
つ
じ
が
丘
」（㉕
））

・
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
、
綾
子
四
四
歳
。

　

わ
た
し
の
尊
敬
す
る
夫
婦
像
は
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
夫
妻
、（
中
略
）
顕
治
が
思
想
犯
と
し
て
捕
ら
わ
れ
、
以
来
、

実
に
十
二
年
の
歳
月
を
、
ほ
と
ん
ど
獄
の
内
と
外
に
離
さ
れ
て
暮
ら
し
た
。
こ
の
二
人
に
は
、
こ
の
世よ

的
な
夫
婦
の
条

件
は
何
も
な
か
っ
た
。
／
夫
は
獄
に
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
経
済
的
な
力
は
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
同
居
も
で
き
ず
、

自
由
に
面
会
も
で
き
な
い
。
金
網
を
へ
だ
て
て
、
監
視
つ
き
で
話
を
す
る
し
か
な
い
。
手
紙
も
検
閲
さ
れ
る
。
／
し
か

し
、
こ
の
夫
婦
の
尊
敬
と
信
頼
に
満
ち
た
愛
情
は
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
実
に
男
ら
し
く
み
ご
と

な
、
九
つ
年
下
の
夫
と
、
賢
く
愛
情
ゆ
た
か
な
妻
と
の
姿
を
、
わ
た
し
は
夫
妻
共
著
の
『
十
二
年
の
手
紙
』（
筑
摩
書
房
）

に
見
て
、
深
い
感
動
に
打
た
れ
た
。
十
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
／
（
中
略
）
／
こ
れ
こ
そ
、
最
も
重
要
な
共
通
点
だ

と
わ
た
し
が
思
う
の
は
、
こ
の
三
夫
妻
に
は
、
夫
婦
に
共
通
の
生
き
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
／
宮
本
夫
妻

は
同
じ
思
想
に
よ
っ
て
生
き
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
性
生
活
の
な
い
夫
婦
の
愛
情
」（㉖
））
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・
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
、
綾
子
四
五
歳
。

①　

彼
（
筆
者
注
、前
川
正
の
こ
と
）
は
、わ
た
し
を
少
し
で
も
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
、喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

ゲ
オ
ル
ギ
ュ
ー
の
「
二
十
五
時
」、
リ
ル
ケ
の
「
マ
ル
テ
の
手
記
」、
宮
本
百
合
子
・
顕
治
の
「
十
二
年
の
手
紙
」
な
ど
、

次
々
に
買
っ
て
き
て
は
、
わ
た
し
に
感
想
文
を
書
か
せ
る
の
だ
っ
た
。　
（［
小
］「
道
あ
り
き
―
わ
が
青
春
の
記
」（㉗
））

②　

彼
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
本
を
つ
と
め
て
多
く
読
む
よ
う
に
し
た
。「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。（
略
）
わ
た
し
は
こ
の
本
を
読
み
終
え
た
時
、
こ
の
世
に
は
読
み
終
え
た
と
い
う
こ
と
の
で
き
な
い
本

の
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
い
か
に
感
動
し
て
読
ん
だ
か
ら
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
だ
。
読
ん
だ
者
の
責
任
と
し
て
、
そ
の
後
の
生
き
方
に
お
い
て
、
こ
の
本
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

本
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。／
こ
の「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」に
は
、若
い
学
徒
た
ち
の
遺
書
や
日
記
や
ノ
ー
ト
が
載
っ

て
い
た
。
／
（
中
略
）
／
い
か
に
涙
し
て
、
こ
の
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
戦
争
は
ま
た

く
り
返
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
／
（
中
略
）
／
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
の
学
生
た
ち
が
、
若
く
清
潔
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
わ
た
し
は
戦
争
否
定
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
、
神
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
は
、わ
た
し
の
信
仰
へ
の
生
活
に
、大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（［
小
］「
道
あ
り
き
―
わ
が
青
春
の
記
」（㉘
））

③　
「
み
ど
り
、
つ
け
上
が
る
な
」
／
ぴ
た
り
と
銃
口
を
つ
き
つ
け
た
よ
う
な
、
冷
酷
な
声
で
あ
っ
た
。

（［
小
］「
積
木
の
箱
」（㉙
））
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・
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
、
綾
子
四
六
歳
。

　

私
が
素
晴
ら
し
い
夫
婦
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
夫
妻
、（
略
）
相
手
は
刑
務
所
に
入
っ
て
し
ま

い
生
活
力
は
ゼ
ロ
。
名
誉
も
何
も
無
い
。
年
齢
は
百
合
子
の
方
が
九
つ
上
で
す
。
こ
の
世
的
に
考
え
る
な
ら
、
と
て
も

耐
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
状
態
の
生
活
が
十
年
間
続
き
、
素
晴
ら
し
い
夫
婦
愛
が
生
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
顕
治
と
百
合
子
の
生
き
る
目
的
が
同
じ
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。（［
エ
］「
恋
愛
と
結
婚
（
三
）」（㉚
））

・
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
、
綾
子
四
七
歳
。

①　

こ
の
療
養
の
時
期
は
わ
た
し
の
最
も
本
を
読
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
宮
本
百
合
子
、
伊
藤
整
、
川
端
康
成
、
太
宰
治
、

茂
吉
歌
集
を
は
じ
め
、
三
木
清
や
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
と
読
ん
だ
。

（［
エ
］「『
パ
ン
セ
』
に
つ
よ
い
感
動
」（㉛
））

②　

今
度
、
宮
本
百
合
子
選
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
私
は
宮
本
百
合
子
の
死
を
思
い
だ
し
た
。（
略
）
ち
ょ
う

ど『
展
望
』に
載
っ
た「
道
標
」が
終
わ
っ
た
直
後
だ
っ
た
か
ら
だ
。
／
私
自
身
療
養
中
で
あ
っ
た
と
い
う
せ
い
も
あ
っ

て
か
、
私
は
そ
の
死
を
実
に
残
念
無
念
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
／
私
は
小
説
を
書
き
始
め
て
か
ら
、
血
漿
板
減
少
症

と
な
り
、
紫
斑
が
体
の
あ
ち
こ
ち
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
略
）
尊
敬
す
る
宮
本
百
合
子
の
病
気
と
同
じ
な
の
は
あ

り
が
た
い
が
、肝
腎
か
な
め
の
小
説
が
、似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
は
、ま
だ
死
ぬ
に
も
死
ね
な
い
と
苦
笑
し
て
い
る
。

／
と
に
か
く
、
百
合
子
も
顕
治
も
、
刑
務
所
の
高
い
塀
な
ど
に
は
、
少
し
も
距
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
劣
等
感
も
持

た
ず
、
伸
々
と
自
由
に
、
堂
々
と
生
き
て
い
た
。
生
き
る
目
的
を
持
っ
た
人
間
と
い
う
も
の
は
、
投
獄
さ
れ
よ
う
が
、

夫
と
長
い
間
別
れ
て
い
よ
う
が
、そ
の
歩
み
に
揺
る
ぎ
の
な
い
こ
と
を
私
は
こ
の
夫
婦
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
／「
十
二
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年
の
手
紙
」
に
は
、
名
作
「
道
標
」
が
生
ま
れ
る
の
も
道
理
と
思
わ
せ
る
、
確
固
た
る
人
間
顕
治
・
百
合
子
が
生
き

て
い
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
伸
子
」「
風
知
草
」「
二
つ
の
庭
」「
播
州
平
野
」
等
々
、
吸
い
取
る
よ
う

に
読
ん
で
行
き
、
あ
ら
た
め
て
心
う
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
選
集
の
刊
行
を
機
に
、
現
在
の
時
点
で
、
私

は
も
う
一
度
読
み
返
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（［
エ
］「『
宮
本
百
合
子
選
集
』
に
想
う 『
道
標
』『
十
二
年
の
手
紙
』
の
こ
と
な
ど
」（㉜
））

・
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
、
綾
子
四
八
歳
。

　
「
こ
の
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
、
宮
本
百
合
子
の
お
と
う
さ
ん
が
建
て
た
ん
で
す
っ
て
？
」　　
　
　
（［
小
］「
続
氷
点
」（㉝
））

・
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
、
綾
子
五
〇
歳
。

　

当
時
の
神
風
特
攻
隊
の
中
に
は
、
十
七
歳
の
少
年
た
ち
が
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
神
風
特
攻
隊
と
は
、
爆
弾
を
抱
え

て
飛
行
機
に
乗
っ
て
、
単
身
敵
の
軍
艦
を
求
め
て
飛
び
立
つ
。
飛
び
立
っ
た
が
最
後
、
彼
ら
は
永
久
に
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
爆
弾
を
抱
え
て
、
飛
行
機
も
ろ
と
も
敵
艦
に
向
っ
て
自
爆
す
る
の
が
特
攻
隊
の
定
め
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（［
小
］「
石
こ
ろ
の
う
た
」（㉞
））

・
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
、
綾
子
五
一
歳
。

　
「
十
時
ね
、
ま
た
西
部
劇
ね
」
／
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
草
木
の
な
い
赤
い
山
肌
を
、
裸
馬
に
乗
っ
た
男
が
、
あ

と
を
ふ
り
む
い
て
銃
口
を
向
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
小
］「
足
跡
の
消
え
た
女
」（㉟
））
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こ
の
時
期
の
言
説
に
み
る
特
徴
の
一
つ
目
は
、
主
に
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
「
宮
本
百
合
子
」
の
名
を
挙
げ
、「
尊
敬
す
る

夫
婦
像
」、「
素
晴
ら
し
い
夫
婦
」
と
率
直
に
讃
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
夫
妻
の
「
生
き
る
目
的
を
持
っ
た
人
間
」
の
「
歩

み
に
揺
る
ぎ
の
な
い
こ
と
」
に
、
結
婚
し
て
間
も
な
い
綾
子
が
理
想
を
重
ね
て
い
る
様
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

二
つ
目
は
、『
ひ
つ
じ
が
丘
』
の
主
人
公
に
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
読
ま
せ
、『
続
氷
点
』
中
の
セ
リ
フ
に
「
宮
本

百
合
子
の
お
と
う
さ
ん
が
建
て
た
」
赤
レ
ン
ガ
、
な
ど
と
実
名
や
史
実
を
作
中
に
そ
の
ま
ま
用
い
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た

せ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
後
ま
も
な
く
、「
銃
口
」
と
い
う
言
葉
を
二
つ
の
小
説
で
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
銃
口
を
つ
き
つ
け
た
よ
う
な
、
冷
酷
な
声
」
は
、「
声
」
の
形
容
と
し
て
「
銃
口
」
を
用
い
る
不
自
然
さ
が
否
め
ず
、「
裸

馬
に
乗
っ
た
男
が
、
あ
と
を
ふ
り
む
い
て
銃
口
を
向
け
た
」
西
部
劇
の
場
面
は
、
小
説
の
流
れ
か
ら
や
や
唐
突
に
出
て
来

る
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。「
銃
口
」
と
い
う
単
語
の
イ
メ
ー
ジ
や
用
い
方
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
既
に
実
験
的
に
使
用

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

二
−
二
、
作
家
歴
一
一
～
二
〇
年
（
一
九
七
四
～
一
九
八
三
年
）

・
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
、
綾
子
五
八
歳
。

①　

こ
こ
に
わ
た
し
は
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
い
う
本
を
持
っ
て
来
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
戦

没
学
生
の
手
記
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
小
］「
青
い
棘
」（㊱
））

②　

今
、
私
の
机
の
上
に
、
三
冊
の
本
が
あ
る
。
背
表
紙
が
手
ず
れ
し
て
い
て
、
私
の
、
こ
の
本
に
対
す
る
愛
着
が
そ
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こ
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、「
十
二
年
の
手
紙
」
そ
の
一
、
そ
の
二
、
そ
の
三
で
あ
る
。（
略
）
／
宮
本
百
合
子

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
／〈（
略
）／
い
か
が
？　

私
の
手
紙
は
。
私
の
手
紙
に
は
私
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？　

私
の
こ
ろ
こ
ろ
し
た
恰
好
が
髣
髴
い
た
し
ま
す
か
。（
略
）〉
実
に
百
合
子
の
声
も
、
顕
治
の
声
も
、
そ
し
て
そ
の
二

人
の
姿
も
、
心
の
こ
ま
や
か
な
ひ
だ
も
、
こ
れ
を
読
む
私
た
ち
の
胸
に
は
っ
き
り
と
聞
え
、
鮮
か
に
見
え
て
く
る
の

で
あ
る
。（
略
）
私
は
「
十
二
年
の
手
紙
」
こ
そ
は
、
宮
本
文
学
の
す
べ
て
の
鍵
が
か
く
さ
れ
て
い
る
豊
穣
な
土
壌
だ

と
思
う
。
百
合
子
の
ど
の
小
説
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、「
十
二
年
の
手
紙
」
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
本
当
に
宮
本

百
合
子
を
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
自
身
は
キ
リ
ス
ト
信
者
で
、
立
場
は
全
く
ち
が
う
が
、

し
か
し
百
合
子
が
真
摯
に
生
き
た
姿
勢
だ
け
は
、
決
し
て
見
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

	

（［
エ
］「『
十
二
年
の
手
紙
』
と
私
」（㊲
））

③　

図
書
館
と
い
っ
て
も
、
私
の
通
っ
て
い
た
女
学
校
に
あ
る
小
さ
な
図
書
館
で
、
そ
れ
は
冊
数
も
ま
こ
と
に
さ
さ
や

か
で
あ
っ
た
。
／
（
中
略
）
／
そ
の
中
に
は
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う條

百ゆ

り

こ
合
子
の
著
書
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
私
の
目
に
は
ひ
ど
く
眩ま

ぶ

し

く
映
っ
た
も
の
だ
。
後
の
宮
本
百
合
子
で
あ
る
こ
の
中
條
百
合
子
が
、
十
代
で
世
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
国
語
の

時
間
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
」　

ヒ
ル
テ
ィ（
㊳
））

・
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
、
綾
子
五
九
歳
。

①
こ
の
タ
ン
カ
イ
堂
か
ら
、
私
は
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
を
買
っ
た
覚
え
が
あ
る
。（
略
）
夏な
つ
め
そ
う
せ
き

目
漱
石
や
宮み

や
も
と
ゆ
り
こ

本
百
合
子
の

も
の
も
、
目
録
の
中
に
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。 

（［
エ
］「
枕
草
子
」　

清
少
納
言
（
㊴
））

②　

今
、私
の
前
に
背
表
紙
の
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
本
が
一
冊
置
か
れ
て
あ
る
。そ
れ
が
こ
の「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
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で
あ
る
。
／
（
中
略
）
／
こ
う
し
た
過
去
を
持
つ
故
に
、
自
分
の
同
年
代
の
男
た
ち
の
書
い
た
こ
の
「
き
け
わ
だ
つ

み
の
こ
え
」
は
、
私
の
心
を
揺
り
動
か
さ
ず
に
は
置
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
／
こ
の
本
を
読
ん
だ
私
は
何
か
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
が
、
何
を
す
べ
き
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
私
に
こ
の
本
を
く
れ
た
の
は
、
私
を

キ
リ
ス
ト
に
導
い
て
く
れ
た
前
川
正
で
あ
っ
た
。
／
（
中
略
）
／
も
し
高
学
年
を
受
け
持
っ
て
い
た
ら
「
き
け
わ
だ

つ
み
の
こ
え
」
は
、
私
の
胸
を
更
に
鋭
く
突
き
刺
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
／
（
略
）
／
こ
の
「
き
け
わ
だ
つ
み

の
こ
え
」
は
、
何
を
聞
け
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
正ま
さ

し
く
、
再
び
戦
争
を
起
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
叫
び
で

あ
り
、
戦
争
こ
そ
は
自
国
を
真
の
意
味
で
亡ほ

ろ

ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
叫
び
な
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が
真
に
祖

国
を
愛
す
る
な
ら
、
高
い
理
想
を
抱
き
つ
つ
、
無む
ざ
ん惨
に
も
戦
火
の
中
に
散
っ
て
行
っ
た
こ
の
若
い
学
徒
た
ち
の
声
に
、

永
遠
に
耳
を
傾
け
つ
づ
け
、
平
和
を
叫
び
つ
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

（［
エ
］「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」（㊵
））

③
し
か
も
こ
の
二
人
の
手
紙
は
、
ま
こ
と
に
豊
か
な
内
容
と
、
美
し
い
人
間
愛
、
夫
婦
愛
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
更

に
言
え
ば
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
に
満
ち
た
美
し
い
姿
が
、
全
編
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
／
（
前
略
）

顕
治
も
百
合
子
も
、
生
き
る
目
的
が
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
人
の
結
婚
生
活
が
茨い
ば
らの
道
で
あ
る
こ

と
を
、
充
分
承
知
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
投
獄
も
死
も
恐
れ
ず
、
同
じ
理
想
に
生
き
た
こ
の
二
人
は
、
そ

の
理
想
を
持
ち
つ
づ
け
る
限
り
、
官
憲
に
も
、
時
間
に
も
、
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
／
思
想

へ
の
好
き
嫌
い
は
別
と
し
て
、私
は
こ
の
二
人
の
生
き
方
に
深
い
敬
意
を
表
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。立
場
が
ち
が
っ

て
も
、
賞し
ょ
う
さ
ん讃す

べ
き
も
の
を
私
は
賞
讃
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
だ
。
あ
の
軍
国
主
義
時
代
、
天
皇
を
神
と
す
る
時

代
に
あ
っ
て
、
天
皇
制
反
対
、
侵
略
戦
争
反
対
を
と
な
え
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
勇
気
を
要
す
る
か
、
言
っ
て
見
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れ
ば
、
銃
口
の
前
に
飛
び
出
す
に
等
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
人
は
、
そ
れ
を
人
間
の
理
性
の
声
と
し
て
従

い
、
苦
難
を
避
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。　
（［
エ
］「
十
二
年
の
手
紙
」　

宮
本
顕
治
、
宮
本
百
合
子
往
復
書
簡
（
㊶
））

・
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
、
綾
子
六
〇
歳
。

そ
れ
は
、
宮
本
百
合
子
の
人
間
性
に
、
そ
の
小
説
を
通
し
て
心
魅
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
度
尾
崎
ふ
さ
さ
ん

の
講
演
記
録
を
読
み
、
私
の
感
じ
取
っ
て
い
た
以
上
の
宮
本
百
合
子
像
を
知
ら
さ
れ
た
。
／
（
略
）
／
さ
て
百
合
子
の

誕
生
パ
ー
テ
ィ
の
日
の
こ
と
で
あ
る
。
幾
人
か
の
客
の
前
で
、
尾
崎
さ
ん
は
半
熟
の
卵
の
べ
っ
た
り
と
つ
い
た
皿
を
な

め
た
。
貧
し
い
親
か
ら
、
皿
は
隅
々
ま
で
な
め
ろ
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
た
め
で
あ
る
。（
中
略
）
と
た
ん
に
百
合
子
も
自

分
の
皿
を
ぺ
ろ
ぺ
ろ
な
め
出
し
た
。
／
「
今
時
卵
な
ん
て
貴
重
品
だ
か
ら
、
も
っ
た
い
な
い
よ
ね
」
／
（
前
略
）
何
と

い
う
あ
た
た
か
さ
で
あ
ろ
う
。
何
と
い
う
大
き
な
心
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
私
は
こ
の
記
録
を
読
ん
で
、
胸
が
詰
ま
っ
た
。

許
す
と
い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
、
と
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
時
百
合
子
は
、
尾
崎
さ
ん
の
不
作
法
を
咎と
が

め

る
よ
り
も
、
何
と
か
し
て
救
お
う
と
し
た
。（
中
略
）
／
皿
を
な
め
る
生
活
と
い
う
も
の
を
、
百
合
子
は
思
い
や
る
こ
と

が
出
来
た
の
だ
。
こ
れ
が
本
当
の
ゆ
る
し
で
あ
る
。　
　
　
　
（［
エ
］「
あ
や
ま
ち
を
ゆ
る
す
の
は
人
の
誉
で
あ
る
」（㊷
））

　

こ
の
時
期
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、
尾
崎
ふ
さ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
加
わ
り
、
綾
子
の
宮
本
百
合
子
観
が
一
層
深
ま
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。「『
十
二
年
の
手
紙
』
こ
そ
は
、
宮
本
文
学
の
」「
土
壌
」、「
宮
本
百
合
子
の
人
間
性
に
、
そ
の
小
説
を
通
し
て

心
魅
か
れ
て
い
た
」
と
、
作
品
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
、「
人
間
」
百
合
子
へ
の
敬
意
か
ら
、
百
合
子
の
「
文
学
」
へ
と
視
点

が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
』
や
『
枕
草
子
』
を
綴
っ
た
読
書
エ
ッ
セ
イ
に
ま
で
、
百
合
子
に
関
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す
る
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
も
、
小
説
の
主
人
公
に
、「
わ
た
し
は
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
い
う
本
を
持
っ

て
い
ま
す
」
と
語
ら
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
教
え
子
た
ち
に
、「
大
き
く
な
っ
た
ら
ね
、
あ
な
た
が
た
も
、
み
国

の
た
め
に
死
ぬ
の
よ
」（㊸
）
と
語
っ
て
い
た
自
身
の
胸
を
同
書
が
突
き
刺
す
も
の
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
、戦
火
の
中
に
散
っ

て
い
っ
た
学
徒
た
ち
の
声
に
永
遠
に
耳
を
傾
け
続
け
る
た
め
に
、
繰
り
返
し
語
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、「
銃
口
」
と
い
う
語
の
用
い
方
で
あ
る
。
軍
国
主
義
時
代
に
天
皇
制
反
対
を
唱
え
る
の
は
「
銃
口
の
前
に
飛

び
出
す
に
等
し
い
こ
と
」
で
も
あ
り
、
投
獄
や
死
に
至
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
勇
気
あ
る
顕
治
・
百
合
子
夫
妻

は
異
を
唱
え
た
。
こ
れ
は
、「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
る
側
へ
と
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
用
い
方
と
言
え
よ
う
。

二
−
三
、
作
家
歴
二
一
～
三
〇
年
（
一
九
八
四
～
一
九
九
三
年
）

・
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
、
綾
子
六
四
歳
。

①　

宮
本
百
合
子
は
、
／
「
想
像
力
と
は
愛
で
あ
る
」
／
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

（［
エ
］「
間
が
ぬ
け
て
い
る
の
は
、
気
が
利
き
過
ぎ
る
よ
り
も
い
い
。」（㊹
））

②　

日
本
戦
没
学
生
の
手
記
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
初
め
て
手
に
と
っ
た
の
は
、
一
九
四
九
年
の
秋
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
私
は
そ
の
時
、肺
結
核
を
病
ん
で
い
た
。
こ
の
本
の
贈
り
主
も
肺
を
病
む
医
学
生
だ
っ
た
。
私
と
同
年
代
の
、

戦
没
し
た
学
生
た
ち
の
手
紙
を
、
日
記
を
、
手
記
を
、
私
は
こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
頁ペ
ー
ジで
涙
を
流
し
た
。

さ
ぞ
生
き
て
い
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
若
い
命
を
思
っ
て
泣
い
た
。（
中
略
）
／
六
十
三
歳
の
今
日
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
頁

で
嗚お
え
つ咽
し
、
見
返
し
の
絵
に
さ
え
泣
い
た
の
は
実
に
こ
の
一
冊
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
酷む

ご

さ
を
、
こ
う
ま
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で
告
発
し
た
本
を
私
は
知
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
思
い
出
の
一
冊『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』」（㊺
））

・
一
九
八
九
（
昭
和
六
四
・
平
成
元
）
年
、
綾
子
六
七
歳
。

①　

戦
後
、「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

」
と
い
う
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
戦
い
に
死
ん
で
い
っ
た
人
た
ち
が
、
本

当
は
何
を
言
い
た
か
っ
た
か
、私
た
ち
は
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
も
の
だ
。
好
き
な
学
問
を
つ
づ
け
た
か
っ
た
、と
切
々

と
訴
え
る
遺
書
も
あ
っ
た
。
ど
ん
な
に
生
き
て
学
問
を
し
た
か
っ
た
か
と
、
若
い
私
は
涙
を
こ
ぼ
し
た
。「
き
け
わ
だ

つ
み
の
声マ
マ

」
に
遺
書
を
残
し
た
人
た
ち
、
学
業
半
ば
に
果
て
て
い
っ
た
多
く
の
学
生
た
ち
が
、
も
し
無
事
に
帰
っ
て

来
た
と
し
た
ら
、
き
っ
と
あ
の
丸
善
の
、
あ
る
い
は
他
の
書
店
の
店
先
に
立
っ
て
、
／
「
あ
あ
、
帰
り
着
い
た
」
／

と
、
胸
の
詰
ま
る
思
い
で
、
立
ち
尽
く
し
た
に
ち
が
い
な
い
。                                     （［
エ
］「
私
の
中
の
丸
善
」（㊻
））

②　

〇
月
〇
日　

／
朝
、
床
の
中
で
、
ふ
っ
と
今
度
の
連
載
小
説
の
題
名
が
浮
か
ん
だ
。
／
「
銃
口
」
／
と
い
う
題
で

あ
る
。
担
当
者
の
眞
杉
氏
が
、
激
動
の
昭
和
を
背
景
に
、
神
と
人
間
の
問
題
を
書
い
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の

昭
和
の
一
面
を
、
こ
の
「
銃
口
」
は
象
徴
し
て
は
い
ま
い
か
。　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
」（㊼
））

・
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
綾
子
六
九
歳
。「
銃
口
」
連
載
中
。

上
流
階
級
の
百
合
子
の
家
は
、
一
流
ホ
テ
ル
に
も
似
た
格
式
が
あ
っ
た
。（
略
）
客
た
ち
の
中
に
尾
崎
ふ
さ
と
い
う
貧
し

い
家
の
娘
が
い
た
。
常
々
、
皿
は
隅
々
ま
で
な
め
ろ
と
言
わ
れ
て
彼
女
は
育
っ
た
。
で
、
半
熟
卵
の
べ
っ
た
り
と
つ
い

た
皿
を
、
彼
女
は
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
な
め
た
。
客
た
ち
は
ハ
ッ
と
し
、
う
つ
む
い
て
声
を
発
す
る
者
も
い
な
い
。
と
そ
の
時
、
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百
合
子
は
尾
崎
ふ
さ
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
皿
を
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
な
め
、「
今
ど
き
卵
な
ん
て
貴
重
品
だ
か
ら
、
も
っ
た

い
な
い
よ
ね
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
は
、
人
の
非
を
咎と
が

め
る
よ
り
も
、
人
を
許
し
、
愛
そ
う
と
す
る
姿

勢
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
森
繁
久
彌
夫
人
を
思
う
」（㊽
））

・
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
、
綾
子
七
一
歳
。「
銃
口
」
連
載
中
（「
本
の
窓
」
八
月
号
で
最
終
回
）。

　

本
は
よ
く
読
み
ま
し
た
。
学
徒
出
陣
で
戦
死
し
た
学
生
た
ち
の
手
記
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
も
そ
の
一
つ
。
私

は
戦
争
中
に
自
分
が
教
え
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
、
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
教
科
書
の
方
が
正
し
い
の
か
が
分
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
を
読
ん
で
戦
争
は
間
違
っ
て
い
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
争
を
否
定
す
る
た
め
に
は
決

定
的
な
何
か
、つ
ま
り
神
の
存
在
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
の
で
す
。  （［
エ
］「
肺
結
核
で
十
三
年
間
の
闘
病
生
活
に
」（㊾
））

　
『
銃
口
』
の
執
筆
が
開
始
さ
れ
る
こ
の
時
期
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
エ
ッ
セ
イ
で
取
り
上
げ
、

「
さ
ぞ
生
き
て
い
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
学
徒
た
ち
の
胸
中
に
繰
り
返
し
想
い
を
馳
せ
、「
生
き
て
学
問
を
し
た
か
っ
た
」

「
あ
あ
、
帰
り
着
い
た
」
と
、
発
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
声
を
聴
こ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
銃
口
」
を
、
新
連
載
の
タ
イ
ト
ル
に
使
う
こ
と
を
思
い
つ
い
た
日
記
抄
の
箇
所
で
あ
る
。『
道
標
』
に
繰
り

返
し
出
て
来
た
「
銃
口
」
に
「
非
常
に
心
ひ
か
れ
」
て
読
ん
で
い
た
、
あ
の
療
養
時
代
か
ら
ず
っ
と
温
め
続
け
、
作
家
に

な
っ
た
後
に
も
、
多
用
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、「
銃
口
」
と
い
う
言
葉
を
思
慮
深
く
自
身
の
作
品
に
用
い
て
は
、
こ

の
言
葉
か
ら
膨
ら
む
イ
メ
ー
ジ
を
問
い
続
け
て
き
た
果
て
に
、
新
連
載
の
テ
ー
マ
と
合
致
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

三
つ
目
は
、
一
九
八
二
年
に
綴
っ
た
が
、
九
年
の
歳
月
を
経
て
も
な
お
、
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
尾
崎
ふ
さ
の
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エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
正
に
『
銃
口
』
連
載
中
（
一
九
九
一
）
に
再
び
し
た
た
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
貧
し
い
家
の
娘
（
尾

崎
）
が
皆
の
前
で
思
わ
ず
皿
を
な
め
た
行
為
を
か
ば
う
べ
く
、
百
合
子
も
咄
嗟
に
な
め
た
。
こ
の
実
話
に
表
れ
た
百
合
子

に
対
す
る
綾
子
の
想
い
は
、
先
に
確
認
し
て
き
た
「
百
合
子
の
ゆ
る
ぎ
な
い
生
き
方
」
と
併
せ
て
綾
子
が
見
て
い
る
、
弱

い
立
場
の
者
へ
の
百
合
子
の
思
い
や
り
や
愛
の
深
さ
で
あ
る
。
こ
の
百
合
子
へ
の
共
感
は
、『
銃
口
』
で
は
、
主
人
公
竜
太

の
家
族
や
担
任
の
坂
部
が
中
原
芳
子
に
温
か
く
接
す
る
筋
書
き
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
芳
子
が
病
気
の
父
親
の
世
話
を
し
、
納
豆
売
り
を
し
て
か
ら
毎
朝
遅
刻
し
て
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
場
面
で
あ
る
。

二
−
四
、
作
家
歴
三
一
～
三
六
年
（
一
九
九
四
～
一
九
九
九
年
）

・
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
綾
子
七
二
歳
。
単
行
本
『
銃
口
』
上
下
巻
刊
行
。

①
三
浦　

私
は
『
銃
口
』
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
ん
で
す
。（
中
略
）
そ
の
と
き
日
本
人
は
手
を
縛
ら
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
朝
鮮
兵
の
銃
口
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
人
の
前
に
据す

え
ら
れ
る
。
朝
鮮
の
人
は
名
前
を
聞
い
た
と
き

に
恩
人
の
息
子
だ
と
分
か
っ
て
、
日
本
人
を
助
け
る
ん
で
す
。　
　
　
（［
対
］「
生
命
・
愛
が
問
い
か
け
る
も
の
」（㊿
））

②　
〝
昭
和
を
書
い
て
ほ
し
い
〟と
い
う
こ
と
で
、タ
イ
ト
ル
を
考
え
た
時
に
、割
と
ス
ッ
と
出
て
き
た
の
が『
銃
口
』だ
っ

た
ん
で
す
。（
略
）
そ
し
て
戦
場
で
火
を
噴
く
銃
口
も
あ
る
け
ど
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
実
は
、
あ
な

た
に
も
私
に
も
、
銃
口
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
横
か
ら
前
か
ら
そ
し
て
後
ろ
か
ら
。

目
に
見
え
る
形
も
あ
る
し
、
見
え
な
い
形
も
あ
る
。
敵
も
味
方
も
わ
か
ら
な
い
、
気
味
の
悪
さ
︙
︙
。
厳
し
い
思
想

統
制
化
の
戦
時
中
に
起
こ
っ
た
「
綴
方
教
育
連
盟
事
件
」
は
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
一
生
懸
命
に
生
き
て
き
た

人
た
ち
が
、
何
の
故
も
な
く
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
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（［
イ
］「
戦
場
の
恐
怖
よ
り
も
〝
見
え
な
い
銃
口
〟
の
恐
怖
を
伝
え
た
い
」（�
））

③
三
浦　

あ
の
当
時
の
日
本
の
国
は
、
ど
こ
を
見
て
も
『
銃
口
』
が
国
民
を
狙
っ
て
い
た
（
後
略
）
戦
争
の
時
代
の
神

は
天
皇
で
す
か
ら
、
こ
の
人
の
た
め
に
死
ぬ
と
思
わ
さ
れ
て
、
何
も
知
ら
ず
に
素
直
に
戦
争
に
連
れ
て
行
か
さ
れ
た
。

そ
の
時
に
、
こ
っ
ち
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
銃
口
だ
っ
た
ん
で
す
。

（［
対
］「『
銃
口
』
―
国
民
狙
う
時
代
の
狂
気
」（�
））

・
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
、
綾
子
七
三
歳
。

①
三
浦　

私
、
宮み

や
も
と本

百ゆ

り

こ
合
子
と
顕
治
の
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
読
ん
で
、
じ
つ
に
感
心
し
た
の
は
、（
後
略
）
自
分
が
刑

務
所
に
入
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
奥
さ
ん
は
外
で
い
じ
め
ら
れ
な
が
ら
、
小
説
を
書
い
て
、
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
共
に
棲す

ん
だ
こ
と
の
な
い
夫
婦
で
い
な
が
ら
獄
中
の
彼
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
て
あ
げ
る
で
し
ょ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
顕

治
か
ら
「
す
ま
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
返
っ
て
き
て
な
い
の
ね
、
手
紙
の
な
か
で
は
。
こ
れ
は
、
自
分

た
ち
が
受
け
て
い
る
苦
し
み
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
把は
あ
く握
し
た
、
人
生
観
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
夫
婦
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
、
こ
う
い
う
見
事
な
亭
主
ぶ
り
を
発
揮
で
き
る
男
と
い
う
の
は
、
私
、
す
ば
ら

し
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
に
、
あ
な
た
も
ど
こ
か
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
よ
ね
。

（［
対
］「
対
談
・
結
婚
し
て
三
十
六
年 

い
ま
思
う
こ
と
」（�
））

②
紫
斑
病
は
宮み

や
も
と本

百ゆ

り

こ
合
子
を
死
に
至
ら
し
め
た
病
気
で
あ
る
。
宮
本
百
合
子
は
私
の
好
き
な
作
家
だ
っ
た
。
い
や
、
好

き
と
い
う
よ
り
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
前ま

え
か
わ
た
だ
し

川
正
と
い
う
幼お

さ
な
な
じ

馴
染
み
が
、
療
養
中
の
私
を
よ
く
見
舞
に
来
て
は
本

を
貸
し
て
く
れ
た
。
そ
の
中
に
宮
本
顕け

ん
じ治

・
百
合
子
の
「
十
二
年
の
手
紙
」
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
／
当
時
は
共
産
党
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員
と
い
う
だ
け
で
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
か
ね
な
い
時
代
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
顕
治
は
東
京
か
ら
網
走
刑
務
所
に
移

さ
れ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
百
合
子
が
、
住
み
馴
れ
た
東
京
を
離
れ
て
、
寒
さ
の
き
び
し
い
網
走
に
自
ら
移
り
住
む
こ

と
に
し
た
。
／
（
中
略
）
こ
の
一
事
に
も
、
百
合
子
の
顕
治
に
対
す
る
愛
の
高
さ
と
深
さ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
の
だ
。
／
そ
ん
な
わ
け
で
私
は
療
養
中
、
百
合
子
の
小
説
を
よ
く
読
ん
だ
。
そ
し
て
、
訪
ね
て
来
る
前
川
正
と
、

百
合
子
の
話
を
よ
く
し
た
も
の
だ
っ
た
。
百
合
子
は
獄
中
の
夫
に
心
を
遣
い
な
が
ら
小
説
を
書
い
て
い
た
の
だ
。
が
、

私
が
そ
の
小
説
等
を
愛
読
し
て
い
る
頃
、
百
合
子
は
突
然
死
ん
だ
。
／
（
中
略
）
／
（
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
、
最
も

必
要
な
人
が
死
ん
だ
）
／
そ
う
思
っ
て
私
は
泣
い
た
。
前
川
正
も
百
合
子
の
死
を
知
っ
て
間
も
な
く
、
私
を
見
舞
に

来
た
。／（
中
略
）／
宮
本
百
合
子
は
大
作
を
書
い
た
あ
と
、あ
っ
け
な
い
ほ
ど
に
早
く
こ
の
世
を
去
っ
て
行
っ
た
。（
中

略
）
心
の
底
で
、（
宮
本
百
合
子
さ
え
死
ん
だ
紫
斑
病
な
ら
、
ま
あ
諦あ
き
らめ
て
も
い
い
わ
）
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
俗

に
言
え
ば
「
あ
の
方
と
同
病
で
光
栄
で
す
」
と
言
う
と
こ
ろ
か
。
／
（
中
略
）
／
（
や
は
り
宮
本
百
合
子
と
同
じ
病

気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
／
（
中
略
）
／
「
先
生
、
わ
た
し
も
宮
本
百
合
子
の
よ
う
に
紫
斑
病
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ね
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
紫
斑
病
の
心
配
」（�
））

・
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
、
綾
子
七
五
歳
。

①　

前
川
さ
ん
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
本
を
つ
と
め
て
多
く
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

』
も

そ
の
ひ
と
つ
。（
略
）
こ
の
世
に
は
読
み
終
え
た
と
言
う
こ
と
の
出
来
な
い
本
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
如
何
に
感
動

し
て
読
ん
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
読
ん
だ
者
の
責
任
と
し
て
、
そ
の
後
の
生
き
方
に

お
い
て
、
こ
の
本
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
本
も
あ
る
は
ず
で
す
。
／
（
中
略
）
／
如
何
に
涙
し
て
、『
き
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け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

』
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
戦
争
は
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
／
（
中
略
）
／
『
き
け

わ
だ
つ
み
の
声マ
マ

』
の
学
生
た
ち
が
若
く
清
潔
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
わ
た
し
は
戦
争
否
定
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
神
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
（［
イ
］「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ
マ

―
―
戦
争
と
平
和
」（�
））

②
わ
た
し
は
昨
年
出
版
し
た
新
し
い
小
説
『
銃
口
』
の
中
で
戦
前
を
舞
台
に
軍
隊
や
警
察
が
持
つ
「
銃
口
」
が
何
時
国

民
に
向
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
五
十
年
以
上
た
つ
現
代
で
も
同
じ
だ
、

と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（［
イ
］「
永
遠
の
平
和
を
求
め
て
―
―
小
説『
銃
口
』の
背
景
」（�
））

　

最
晩
年
の
一
九
九
七
年
に
な
っ
て
も
な
お
、
綾
子
が
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
着

目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
こ
の
世
に
は
読
み
終
え
た
と
言
う
こ
と
の
出
来
な
い
本
が
あ
る
」、「
そ
の
後
の
生
き
方
に
お
い
て
、

こ
の
本
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
六
七
年
発
表
の
『
道
あ
り
き
』
に
既
に
綴
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
以
来
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
及
び
「
戦
争
否
定
」
と
「
神
」
を
描
き
続
け
（
�
）、
綾
子
は
ま
さ
に
「
こ

の
本
に
応
え
る
生
き
方
」
を
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
〇
年
の
時
を
経
て
も
な
お
、
同
じ
想
い
を
述

べ
る
ほ
ど
に
、
同
書
が
綾
子
の
作
家
人
生
、
信
仰
生
活
の
核
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
一
九
九
五
年
の
エ
ッ
セ
イ
で
宮
本
百
合
子
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
そ
こ
に
前
川
の
こ
と
が
一
体
化
し
て
綴

ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
様
の
記
載
は
一
九
六
七
、
及
び
八
一
年
の
引
用
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
か

ら
は
、
綾
子
が
百
合
子
に
つ
い
て
前
川
と
共
に
語
り
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
、
最
も
必
要
な
人
が
死
ん
だ
」
時
、
や
は
り

前
川
と
共
に
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
た
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

三
つ
目
は
、『
銃
口
』
の
執
筆
を
既
に
終
え
た
一
九
九
四
年
発
表
の
、
仏
教
思
想
家
ひ
ろ
さ
ち
や
と
の
対
談
で
あ
る
。『
銃

136



宮本百合子『道標』と三浦綾子『銃口』――タイトル「銃口」をめぐる一考察――

口
』
の
中
で
「
日
本
人
（
竜
太
）」
が
「
た
く
さ
ん
の
朝
鮮
兵
の
銃
口
に
囲
ま
れ
」
た
が
、
敵
で
あ
る
は
ず
の
そ
の
「
朝

鮮
人
（
金
俊
明
）」
に
よ
り
助
け
ら
れ
た
場
面
を
、
綾
子
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
綾
子
は
国
境
を
越
え
て
心
は
通

じ
る
こ
と
を
描
い
た
。
つ
ま
り
、「
世
界
」
と
い
う
視
野
で
生
命
を
尊
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
、
か
つ
て
療
養
中
に
綾
子
が
読
ん
で
い
た
百
合
子
の
『
道
標
』
に
繰
り
返
し
出
て
来
た
、
か
つ
綾
子
が
「
心
ひ
か

れ
た
」「
銃
口
」
は
、
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、『
道
標
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

　
　
三
、
『
道
標
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写

　

宮
本
百
合
子
の
自
伝
的
小
説
『
道
標
』
は
、
綾
子
が
ま
さ
に
、
生
死
の
境
を
逡
巡
し
て
い
た
一
九
四
七
年
一
〇
月
か
ら

一
九
五
〇
年
一
二
月
に
か
け
て
「
展
望
」
に
連
載
さ
れ
た
。
綾
子
は
そ
れ
を
、
た
だ
『
道
標
』
を
読
む
た
め
に
人
か
ら
借

り
て
い
た
。「
毎
号
深
く
感
動
し
、
完
結
し
た
時
は
あ
た
か
も
自
分
が
書
き
終
え
た
か
の
よ
う
な
充
足
感
す
ら
味
わ
っ
た
」、

と
後
に
記
し
て
い
る
（
�
）。

　

こ
の
小
説
に
は
、
女
性
解
放
の
志
向
を
持
つ
主
人
公
佐
々
伸
子
が
、
人
類
史
上
初
の
社
会
主
義
社
会
へ
の
道
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
一
九
二
七
年
末
か
ら
三
〇
年
秋
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
民
衆
の
生
活
を
深
く
観

察
し
信
頼
を
寄
せ
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
伸
子
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
を
訪
れ
、
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「
フモ

ル
ト
·
ブ
ー
ル
·
ラ
·
フ
ラ
ン
ス

ラ
ン
ス
の
た
め
に
死
せ
り
」
と
記
さ
れ
た
兵
士
た
ち
の
墓
標
を
見
て
、「
フ
ラ
ン
ス
の
誰
の
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
と
い
う
の
だ
ろ

う
？
」
と
問
い
か
け
る
。
さ
ら
に
、
苛
烈
な
戦
闘
が
行
わ
れ
た
ド
ゥ
モ
ン
要
塞
で
、
い
ら
く
さ
の
蔭
に
「
キ
ラ
リ
と
光
っ

て
落
ち
て
い
る
も
の
」
を
発
見
す
る
。

1　

震
え
が
伸
子
の
背
筋
を
走
っ
た
。
そ
れ
は
、一
つ
の
銃
口
で
あ
っ
た
。
地
面
に
の
ぞ
い
て
い
る
そ
の
小
さ
い
一
つ
口
は
、

そ
こ
に
在あ

っ
た
命
を
訴
え
、
彼
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
訴
え
、
だ
が
今
は
死
ん
で
久
し
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
訴

え
て
い
る
。
伸
子
は
、お
も
わ
ず
そ
の
金
色
の
口
を
撫な

で
た
。
金
色
の
口
は
小
さ
く
、円
く
、あ
わ
れ
に
か
た
か
っ
た
。

　
　
　

伸
子
は
、
し
ば
ら
く
そ
こ
に
か
が
ん
で
い
た
。
こ
の
金
の
口
が
光
っ
て
い
る
わ
け
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
へ
来
て
、

い
ら
く
さ

0

0

0

0

の
間
に
お
ち
て
い
る
こ
の
一
つ
の
輪
を
見
つ
け
た
と
き
、
お
そ
ら
く
、
ど
こ
の
国
の
女
で
も
、
彼
女
が
平

民
の
女
で
あ
る
な
ら
ば
、
思
わ
ず
か
が
ん
で
そ
れ
を
撫
で
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（『
道
標
』 

第
三
部
第
三
章 

二
六
〇
―
二
六
一
頁
）

　

こ
の
、
物
語
終
盤
で
初
め
て
「
銃
口
」
が
登
場
す
る
。
伸
子
を
震
撼
さ
せ
た
「
銃
口
」
の
正
体
は
、
戦
闘
中
の
爆
撃
で

土
の
下
に
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
兵
士
が
持
っ
て
い
た
銃
の
筒
口
で
あ
っ
た
。
そ
の
銃
の「
口
」は
、「
小
さ
い
」「
金
色
の
」「
円

く
」「
光
っ
て
い
る
」
と
そ
の
有
り
様
が
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
且
つ
、「
撫
で
た
」「
か
た
か
っ
た
」
と
触
覚
的
に
も

描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、生
を
訴
え
て
い
る
銃
の
口
へ
の
惻
隠
の
情（
�
）に
、百
合
子
が
既
に
国
境
を
越
え
た
視
野
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

二
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
は
、
伸
子
が
こ
の
日
を
回
想
す
る
以
下
の
文
章
で
あ
る
。
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2　

晩
秋
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
日
暮
、
ド
ゥ
モ
ン
要よ

う
さ
い塞

の
霜
枯
れ
は
じ
め
た
草
む
ら
の
中
に
、
落
ち
て
い
る
小
さ
な
金
の
輪

の
よ
う
に
光
っ
て
い
た
一
つ
の
銃
口
。
そ
の
無
言
の
小
さ
な
金
の
口
が
伸
子
に
訴
え
た
、
そ
の
よ
う
な
生
の
訴
え
が
、

常
識
の
つ
り
あ
い
の
こ
わ
れ
た
芸
術
家
の
ふ
る
ま
い
の
う
ち
に
も
疼う
ず

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
伸
子
は
苦
し
い

の
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（『
道
標
』
第
三
部
第
三
章 

三
〇
三
頁
）

　

銃
口
が
、「
小
さ
な
」
と
そ
の
大
き
さ
や
、「
金
の
」
と
色
彩
に
よ
り
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
、
生
を
訴
え
る
口
と
し
て
メ
タ

フ
ォ
リ
カ
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
点
は
、
一
カ
所
目
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、「
晩
秋
の
」「
日
暮
」
と
薄
暗
い
景
色
で
回

想
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
光
っ
て
い
た
」
口
が
一
層
際
立
た
せ
ら
れ
て
も
い
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、「
小
さ
な
金
の
輪
の
よ

う
に
」
と
直
喩
さ
れ
、
形
容
さ
れ
た
「（
一
つ
の
）
銃
口
」
の
存
在
が
、
一
層
映
像
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

続
く
三
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
に
お
い
て
も
、
こ
の
直
喩
法
は
「
銃
口
」
を
際
立
た
せ
る
と
同
時
に
、「
銃
口
」
を
形

容
す
る
「
嬰
児
の
円
く
し
た
唇
」
を
も
鮮
烈
に
印
象
付
け
る
。

3　

嬰え
い
じ児

の
円
く
し
た
唇
の
よ
う
に
西
日
を
う
け
て
光
っ
て
い
た
小
さ
な
銃
口
。
限
り
な
く
寂
し
い
訴
え
を
も
っ
て
い
る

そ
の
円
い
小
さ
い
金
の
輪
は
、
伸
子
の
瞳
の
ま
わ
り
に
、
は
ま
り
こ
ん
で
、
も
う
伸
子
は
、
戦
争
と
い
う
文
字
を
、

そ
の
金
の
輪
を
と
お
し
て
で
な
け
れ
ば
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（『
道
標
』
第
三
部
第
四
章 

三
六
五
頁
）
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こ
こ
で
「
銃
口
」
は
、
戦
争
の
象
徴
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
カ
所
目
の
本
文
に
、「
ど

こ
の
国
の
女
で
も
」
と
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
「
女
」
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
箇
所
に
そ
の
理
由
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
兵
士
が
持
つ
銃
の
口
に
「
嬰
児
」
の
「
唇
」
を
見
る
眼
差
し
こ
そ
、
そ
の
生
命
を
生
み
育

ん
だ
「
母
」
の
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
日
を
機
に
、
自
分
の
為
す
べ
き
こ
と
を
見
出
し
た
伸
子
は
、
母
国

へ
帰
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
。

　

続
く
四
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
に
は
、
視
覚
・
触
角
的
描
写
と
、
直
喩
・
隠
喩
表
現
の
全
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

4　
　

お
と
と
し
モ
ス
ク
ワ
の
赤
い
広
場
の
、
外
国
人
の
た
め
の
観
覧
席
で
、
行
進
を
見
て
い
た
と
き
の
伸
子
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
一
つ
の
小
さ
い
金
の
輪
が
、
こ
と
し
は
伸
子
の
黒
い
瞳
の
底
に
沈
ん
で
光
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
つ
の

銃
口
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
霜
枯
れ
そ
め
た
い
ら
草
の
か
げ
に
す
っ
か
り
埋
め
ら
れ
た
口
金
の
と
こ
ろ
だ
け
を

金
色
の
小
さ
い
指ゆ
び
わ環
の
よ
う
に
見
せ
て
い
て
、
あ
る
お
そ
い
午
後
の
西
日
に
光
り
、
思
わ
ず
肩か

た
ひ
ざ膝
を
つ
い
て
そ
こ
に

指
先
を
ふ
れ
た
伸
子
に
、
生
き
た
い
、
と
さ
さ
や
い
て
告
げ
た
銃
口
だ
っ
た
。

（『
道
標
』 

第
三
部
第
四
章 

三
八
九
―
三
九
〇
頁
）

　

二
カ
所
目
で
は
「
生
の
訴
え
」
と
描
写
さ
れ
て
い
た
内
容
が
こ
こ
に
至
り
、「
銃
口
」
か
ら
「
生
き
た
い
、
と
さ
さ
や
い

て
告
げ
た
」
声
と
し
て
、
聴
覚
的
に
も
描
写
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
段
階
を
経
て
伸
子
の
五
感
に
染
み
わ
た
っ
た
「
金
の
輪

（
銃
口
）」
は
、
三
カ
所
目
で
は
「
伸
子
の
瞳
の
ま
わ
り
に
、
は
ま
り
こ
ん
」
で
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
四
カ
所
目
で

は
「
伸
子
の
黒
い
瞳
の
底
に
沈
」
み
、
伸
子
と
一
体
化
す
る
。
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以
上
、『
道
標
』
に
お
け
る
四
つ
の
「
銃
口
」
描
写
を
挙
げ
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
序
に
挙
げ
た
碓
田
と
の
対
談
で
、

綾
子
が
「
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
非
常
に
心
ひ
か
れ
た
」
と
語
っ
た
の
は
、
伸
子
が
聴
い
た
こ
の
兵
士
の
「
生
き
た
い
」

と
い
う
声
な
き
声
が
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』の
読
了
後
に
綾
子
が
聴
い
た「
世
界
の
若
い
魂
の
死
際
の
声
」と
重
な
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
は
、
綾
子
に
、『
道
標
』
の
中
の
「
銃
口
」
が
訴
え
る
声
を
聴
こ
う
と

す
る
意
志
を
育
ん
だ
書
で
あ
る
、
と
も
言
え
よ
う
。　
　

　

こ
の
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
や
『
道
標
』
を
読
ん
で
い
た
時
か
ら
約
四
〇
年
後
に
手
掛
け
た
『
銃
口
』
で
、
綾
子

は
そ
の
題
材
に
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
を
据
え
た
。
事
件
の
被
害
者
た
ち
に
取
材
を
重
ね
、
そ
の
無
念
の
声
を
丹
念

に
聴
き
、
登
場
人
物
の
声
と
し
て
作
中
に
蘇
ら
せ
、『
銃
口
』
を
書
き
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
四
、
『
銃
口
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写

　

次
に
、『
銃
口
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写
を
辿
る
。
物
語
終
盤
の
第
三
二
章
「
逃
避
行
」
に
六
カ
所
、
第
三
四
章
「
羅

津
ま
で
」
に
一
カ
所
、
そ
し
て
第
三
五
章
「
祖
国
の
土
（
一
）」
に
一
カ
所
の
計
八
カ
所
に
確
認
で
き
た
。

　

一
カ
所
目
は
、
満
州
に
侵
入
し
て
き
た
ソ
連
軍
の
進
撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
脱
走
の
罪
に
処
せ
ら
れ
て
で
も
逃
げ
る

こ
と
を
決
意
し
、
そ
れ
を
一
同
に
告
げ
た
山
田
曹
長
に
対
す
る
次
の
場
面
で
あ
る
。
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1　
　

言
い
終
る
や
否
や
、
突
如
激
怒
し
た
一
人
の
古
年
兵
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
　
「
山
田
曹
長
殿
！　

そ
れ
が
畏お
そ

れ
多
く
も
天
皇
陛
下
の
軍
人
の
言
う
言
葉
で
あ
り
ま
す
か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自

分
が
天
に
代
っ
て
、
曹
長
殿
の
命
を
も
ら
う
！
」

　
　
　

古
参
兵
は
銃
口
を
山
田
曹
長
に
向
け
た
。
一
同
が
息
を
の
ん
だ
。　
　
　
　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
一
七
頁
）

　
「
銃
口
」
が
敵
か
ら
で
は
な
く
、
味
方
の
日
本
兵
か
ら
向
け
ら
れ
た
こ
と
が
ま
ず
描
か
れ
、
皇
軍
に
背
を
向
け
る
こ
と

が
罪
、と
さ
れ
た
昭
和
の
戦
争
の
本
質
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、黒
古
の
言
う
「
そ
の
銃
口
が
誰
に
よ
っ

て
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
三
浦
さ
ん
の
深
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
」
を
象
徴
す
る
最
初
の
場
面
と
言
え

よ
う
。

　

二
カ
所
目
は
、
竜
太
が
夜
の
闇
の
中
を
先
頭
で
歩
き
な
が
ら
思
い
を
巡
ら
せ
る
、
次
の
場
面
で
描
か
れ
る
。

2　

竜
太
は
、き
ょ
う
山
田
曹
長
に
銃
口
を
向
け
た
古
参
兵
の
精せ
い
か
ん悍
な
顔
を
思
い
出
し
た
。太
い
眉
が
き
り
り
と
上
が
っ
て
、

　
　
「
命
を
も
ら
う
！
」

　
　

と
、
山
田
曹
長
に
向
か
っ
て
言
っ
た
時
、
山
田
曹
長
の
傍
に
い
た
竜
太
は
、
思
わ
ず
恐
れ
お
の
の
い
て
、
あ
と
ず
さ

り
し
た
の
だ
っ
た
。
目
の
眩く
ら

み
そ
う
な
恐
ろ
し
さ
だ
っ
た
。
爆
撃
機
の
襲
来
よ
り
も
ず
っ
と
恐
ろ
し
か
っ
た
。

（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
〇
頁
）

　

竜
太
の
回
想
と
い
う
形
で
、
山
田
曹
長
が
味
方
か
ら
「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
た
場
面
が
繰
り
返
し
描
か
れ
る
。
だ
が
、
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竜
太
の
視
線
が
こ
こ
で
は
古
参
兵
の
表
情
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
山
田
の
傍
に
い
た
こ
と
で
、
こ
の
時
の
竜
太

は
、
自
身
も
銃
口
を
向
け
ら
れ
た
も
同
然
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
銃
口
を
向
け
ら
れ
る
恐
怖
は
、
我
が
身
が
そ
の
立
場
に

な
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
真
に
知
り
得
る
こ
と
を
訴
え
よ
う
と
し
た
作
者
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

こ
の
想
像
を
超
え
た
思
い
は
、「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
三
カ
所
目
の
次
の
場
面
で
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。

3　
　

竜
太
は
山
田
曹
長
を
敬
愛
し
て
い
た
。
こ
の
人
の
た
め
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
、
代
っ
て
死
ね
る
と
思
っ
た
こ
と

が
幾
度
か
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
自
分
の
本
心
だ
と
思
っ
て
い
た
。
山
田
曹
長
の
た
め
な
ら
、
敵
の
銃
口
の
前
に

仁
王
立
ち
に
さ
え
な
る
こ
と
も
、
可
能
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

　
　
　

だ
が
古
年
兵
が
、
獣
め
い
た
目
で
銃
を
構
え
た
時
、
竜
太
は
思
わ
ず
あ
と
ず
さ
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
竜

太
は
、
自
分
が
そ
ん
な
人
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
と
、
情
け
な
か
っ
た
。

（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
〇
―
二
二
一
頁
）

　

こ
こ
で
竜
太
が
発
見
し
た
想
像
を
超
え
た
思
い
の
二
カ
所
目
は
、「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
死
の
恐
怖
を
感
じ
た
時
、
山
田

へ
の
敬
愛
や
自
身
の
勇
気
が
瞬
時
に
砕
か
れ
た
情
け
な
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竜
太
は
実
は
何
も
見
え
て
い
な
い
人

物
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
竜
太
の
恐
怖
が
想
定
外
の
大
き
さ
だ
っ
た
の
は
、「
敵
」
な
ら
ぬ
「
味
方
」
か

ら
「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
た
が
故
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

四
カ
所
目
に
「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
竜
太
が
夜
明
け
に
発
見
し
た
、
開
拓
団
の
集
団
自
決
の
場
面
で
あ
る
。
草

原
の
中
で
銃
を
抱
え
死
ん
で
い
た
男
、
目
隠
し
を
さ
れ
た
子
供
と
母
親
、
老
夫
婦
な
ど
総
勢
二
十
数
人
が
銃
で
撃
た
れ
死
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ん
で
い
た
。
し
ば
ら
く
は
誰
も
言
葉
が
出
な
か
っ
た
が
、
山
田
の
言
葉
で
死
体
を
仰
向
け
に
臥
せ
て
や
っ
た
。

4　

恐
怖
に
引
き
つ
っ
た
顔
も
あ
っ
た
。
無
表
情
に
目
を
大
き
く
開
け
て
い
る
少
年
も
い
た
。
笑
っ
て
い
る
よ
う
な
女
の

子
の
、
あ
ど
け
な
い
顔
も
あ
っ
た
。
乳
呑
児
も
死
ん
で
い
た
。
こ
の
一
人
々
々
に
銃
口
を
向
け
て
、
一
人
ま
た
一
人

と
射
殺
し
、
最
後
に
自
分
の
の
ど
も
と
を
射
抜
い
た
男
の
気
持
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
竜
太
は
思
い
や
っ
た
。

誰
の
胸
も
大
き
く
血
が
滲に
じ

ん
で
い
た
。
自
決
は
昨
日
、
陽
が
沈
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
女
児
の
傍
ら

に
オ
カ
ッ
パ
頭
の
日
本
人
形
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
を
見
た
時
、
竜
太
は
堪
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
声
を
し
の
ば
せ

て
泣
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
三
―
二
二
四
頁
）

　

一
カ
所
目
、
二
カ
所
目
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
「
銃
口
」
は
日
本
人
か
ら
日
本
人
に
向
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、

一
家
の
長
が
自
身
の
家
族
に
向
け
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
最
後
に
は
自
身
に
も
向
け
る
。
綾
子
は
「
あ
と
が
き
」
の
中

で
、「
合
田
一
道
氏
に
よ
る
『
満
州
国
開
拓
団
27
万
人
の
逃
避
行
』
な
る
一
文
を
見
出
し
、
作
中
に
集
団
自
決
の
一
場
面
を

挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
典
拠
と
共
に
言
及
し
て
い
る
。
綾
子
は
こ
の
集
団
自
決
の
場
面
を
描
く
に
際
し
、
誰
が
誰

に
「
銃
口
」
を
向
け
た
か
を
描
く
こ
と
で
、
こ
の
史
実
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
逃
避

行
」
な
る
章
題
は
、
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
た
、
兵
士
で
は
な
い
一
般
民
衆
の
凄
惨
な
最
期
を
想
起
さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

　

五
カ
所
目
に
「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
八
月
一
五
日
の
朝
の
場
面
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
竜
太
と
山
田
は
、
共

に
敗
走
し
て
い
た
他
の
三
人
と
袂
を
分
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
食
糧
も
水
も
尽
き
、
鮮
満
国
境
に
近
付
け
な
い
状
況
下
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で
、
銃
を
捨
て
丸
腰
に
な
る
こ
と
で
敵
か
ら
狙
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
提
案
し
た
山
田
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
の
が
、

竜
太
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

5　
「
な
あ
、
北
森
。
お
れ
は
た
っ
た
今
夢
を
見
た
。
正
夢
か
逆
夢
か
知
ら
な
い
が
、
軍
服
姿
の
お
れ
が
、
銃
を
持
っ
て
、

も
う
一
人
の
お
れ
に
銃
を
向
け
た
。
銃
口
が
お
れ
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
っ
た
。
あ
、
殺や

ら
れ
る
！　

と
思
っ
た
と
き
、

そ
の
銃
は
小
さ
な
骨
箱
に
な
っ
た
。
謎
め
い
た
夢
だ
と
思
わ
な
い
か
」　　
　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
七
頁
）

　
「
軍
服
姿
の
お
れ
」
は
、
銃
を
向
け
る
日
本
兵
山
田
で
あ
り
、「
も
う
一
人
の
お
れ
」
は
、
軍
服
も
銃
も
ま
と
わ
ぬ
丸
腰

の
人
間
山
田
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
が
日
本
人
に
銃
口
を
向
け
る
こ
れ
ま
で
の
「
銃
口
」
描
写
の
行
き
つ
く
先
と
し
て
、
銃

を
持
つ
者
は
、
や
が
て
は
そ
の
銃
口
を
向
け
ら
れ
る
側
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
銃
を
持
つ
者
は
い
ず
れ
は
、
気
付
か
ぬ

う
ち
に
「
死
」
に
辿
り
着
く
結
末
で
あ
る
、
と
い
う
綾
子
の
想
い
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

　

六
カ
所
目
に
「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
朝
鮮
人
抗
日
分
子
の
目
を
掻
い
潜
り
な
が
ら
朝
鮮
を
目
指
し
逃
避
行
し
て

い
た
山
田
と
竜
太
が
つ
い
に
取
り
囲
ま
れ
る
、「
逃
避
行
」
の
章
の
最
終
場
面
で
あ
る
。

6　
「
し
ま
っ
た
！　

感
づ
か
れ
た
か
な
」

　
　
　

一
隊
が
ば
ら
ば
ら
と
、
土
塀
の
裏
口
か
ら
、
竜
太
た
ち
の
い
る
斜
面
へ
と
駆
け
上
が
っ
て
来
た
。
驚
く
べ
き
速
さ

だ
っ
た
。
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
た
竜
太
と
山
田
曹
長
に
、
ぴ
た
り
と
銃
口
が
向
け
ら
れ
た
。

　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
九
頁
）
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こ
こ
で
初
め
て
、
竜
太
自
身
が
実
在
の
銃
口
を
向
け
ら
れ
る
。
朝
鮮
人
の
抗
日
義
勇
軍
が
、
日
本
兵
に
銃
口
を
向
け
る

と
い
う
構
図
で
、
綾
子
は
「
銃
口
」
を
用
い
て
い
る
。
と
同
時
に
、
竜
太
た
ち
が
日
本
兵
だ
と
い
う
だ
け
で
銃
口
を
向
け

ら
れ
る
事
実
を
読
者
に
印
象
づ
け
る
。
こ
こ
ま
で
の
計
六
カ
所
の
「
銃
口
」
描
写
を
も
っ
て
、「
逃
避
行
」
の
章
が
終
わ
る
。

そ
の
い
ず
れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
向
け
る
・
向
け
ら
れ
る
「
銃
」
そ
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
特
徴
と

言
え
よ
う
。

　

七
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
は
、
か
つ
て
日
本
で
竜
太
の
父
に
命
を
助
け
ら
れ
た
抗
日
義
勇
軍
隊
長
の
金
俊
明
が
、
ソ

連
軍
の
本
部
に
行
き
、
竜
太
と
山
田
を
朝
鮮
か
ら
無
事
出
航
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別
旅
行
許
可
証
を
発
行
し
て
も
ら
う
交

渉
に
命
を
懸
け
て
出
か
け
た
際
、
そ
れ
を
心
配
し
な
が
ら
待
つ
、
俊
明
の
叔
父
金
秋
日
の
次
の
セ
リ
フ
に
見
ら
れ
る
。

7　
「
機
雷
は
、
わ
れ
わ
れ
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
で
走
る
者
た
ち
に
は
、
恐
ろ
し
く
も
何
と
も
な
い
が
、
ソ
連
軍
に
脱
出
が
見

つ
か
る
と
、
こ
れ
は
大
変
だ
。
い
き
な
り
ぱ
く
ら
れ
る
場
合
は
い
い
。
す
ぐ
さ
ま
銃
口
か
ら
火
が
噴
く
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
話
を
こ
の
と
こ
ろ
何
度
か
聞
い
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
も
こ
れ
も
承
知
の
上
で
、
俊
明
は
動
い
て

い
る
ん
で
す
が
︙
︙
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
銃
口
』
下
「
羅
津
ま
で
」
二
六
二
頁
）

　

こ
の
場
面
で
初
め
て
「
銃
口
」
は
、「
敵
（
ソ
連
軍
）」
か
ら
向
け
ら
れ
る
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
銃
口

が
「
敵
」
か
ら
向
け
ら
れ
る
物
と
し
て
描
か
れ
る
唯
一
の
場
面
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
は
金
秋
日
の
想
像
上
の
場
面

ゆ
え
に
、
銃
口
か
ら
火
は
噴
か
れ
て
い
な
い
。
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八
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
は
、『
銃
口
』
の
ほ
ぼ
最
終
場
面
で
あ
る
。
つ
い
に
旭
川
に
帰
還
し
た
竜
太
が
、
出
迎
え
た

芳
子
と
家
路
に
つ
く
。
巡
査
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
竜
太
が
交
番
の
中
で
荷
物
ま
で
調
べ
ら
れ
た
時
、
芳
子
が
告
げ
る
。

8　
「
お
巡
り
さ
ん
、
北
森
質
店
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
時
々
何
か
と
交
番
に
は
協
力
し
て
い
る
あ
の
質
屋
さ
ん
よ
。
こ

の
人
は
そ
こ
の
息
子
さ
ん
よ
」

　
　
　

途
端
に
巡
査
の
態
度
が
変
っ
た
。
何
か
を
思
い
出
す
よ
う
な
感
じ
で
竜
太
の
顔
を
窺う
か
がい

、
そ
れ
か
ら
顎あ

ご

で
行
く
よ

う
に
示
し
た
。

　
　
　

外
に
出
た
竜
太
は
、
ま
だ
自
分
の
背
後
に
銃
口
が
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
い
や
な
気
持
だ
っ
た
。

（『
銃
口
』
下
「
祖
国
の
土
（
一
）」
二
八
〇
頁
）

　

こ
の
一
文
で
「
祖
国
の
土
（
一
）」
の
章
が
結
ば
れ
て
い
る
。
瀕
死
の
思
い
で
辿
り
着
い
た
祖
国
で
竜
太
を
待
ち
受
け

て
い
た
も
の
は
、「
銃
口
を
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
い
や
な
気
持
ち
」
だ
っ
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
な
お
、
竜
太
は

綴
方
教
育
連
盟
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
忌
ま
わ
し
い
記
憶
が
晴
れ
な
い
。
こ
の
描
写
は
、『
銃
口
』
の
最
終
場
面

と
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
戦
後
と
、
更
に
は
昭
和
と
地
続
き
の
現
在
を
読
者
に
印
象
付
け
よ
う
と
す
る
綾
子
の
意
図
が
表

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、『
銃
口
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写
を
挙
げ
、そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
全
八
カ
所
中
、実
に
四
カ
所
も
の
場
面
で
、

日
本
人
が
日
本
人（
味
方
）に
、さ
ら
に
は
自
身
の
家
族
に
ま
で
向
け
た「
銃
口
」が
描
か
れ
て
い
た
。
逆
に
、敵（
ソ
連
軍
）

か
ら
「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
る
場
面
は
一
カ
所
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
実
景
と
し
て
は
描
か
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
想
像
上
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で
の
描
写
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
小
田
島
本
有
（
�
）
も『
銃
口
』で
描
か
れ
た「
銃
口
」に
着
目
し
論
を
ま
と
め
て
い
る
が
、

「
銃
口
は
実
際
の
も
の
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
比
喩
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
て
く
る
」
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

綾
子
が
黒
古
と
の
対
談
で
、「
銃
口
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
に
続
け
て
語
っ
た
、「
敵
も

味
方
も
わ
か
ら
な
い
、
気
味
の
悪
さ
」
こ
そ
、
綾
子
が
伝
え
よ
う
と
し
た
昭
和
の
戦
争
の
実
相
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

を
伝
え
る
た
め
に
、「
銃
口
」
を
使
い
分
け
な
が
ら
効
果
的
に
描
写
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
結

　

本
研
究
は
、
宮
本
百
合
子
と
三
浦
綾
子
の
接
点
を
論
証
し
た
、
初
の
試
み
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
三
浦
綾
子
最
後
の
長
編
小
説
『
銃
口
』
の
タ
イ
ト
ル
が
、
宮
本
百
合
子
最
後
の
長
編
小
説
『
道
標
』
に
描
か
れ

た
「
銃
口
」
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
こ
で
、
綾
子
が
百
合
子
を
知
る
い
き
さ
つ
を
調
査
し
た
。
綾
子
は
療
養
中
に
『
道
標
』
を
読
む
た
め
に
掲
載
誌
「
展

望
」
を
人
か
ら
借
り
て
読
ん
で
い
た
。
だ
が
、
百
合
子
の
人
間
性
と
作
品
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
く
き
っ
か
け
は
、
前
川

正
か
ら
贈
ら
れ
た
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
書
簡
集
『
十
二
年
の
手
紙
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
は
、
前
川
か
ら
『
き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
も
授
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
い
で
、
綾
子
の
作
品
か
ら
「
宮
本
百
合
子
」「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」「
銃

口
」
の
記
載
を
掘
り
起
こ
し
た
。
す
る
と
、
綾
子
は
作
家
デ
ビ
ュ
ー
後
か
ら
晩
年
ま
で
の
約
三
〇
年
に
渡
り
、
こ
れ
ら
を
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自
身
の
作
品
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
続
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
百
合
子
及
び『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』が
、

綾
子
の
作
品
と
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
タ
イ
ト
ル
「
銃
口
」
に
戻
り
、
そ
れ
が
『
道
標
』
と
『
銃
口
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
か
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
百
合
子
は
「
銃
口
」
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
兵
士
が
持
っ
て
い
た
「
銃
」

の
「（
生
を
訴
え
る
）
口
」
と
し
て
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
に
捉
え
、視
覚
的
、触
覚
的
、聴
覚
的
に
計
四
カ
所
で
描
写
し
て
い
た
。

一
方
綾
子
は
、「
銃
口
」
を
あ
く
ま
で
も
「
銃
」
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
つ
つ
も
、
実
際
に
そ
の
銃
口
か
ら
火
が
噴
く
場
面

は
、
銃
口
描
写
計
八
カ
所
中
一
カ
所
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
直
後
の
満
州
に
お
け
る
日
本
人
の
集
団
自
決
の
場
面
の
み

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
銃
口
が
誰
か
ら
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
使
い
分
け
な
が
ら
描
写
し
て
い
た
。

　

従
っ
て
、
両
者
の
「
銃
口
」
描
写
に
は
、
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
百
合
子
も
綾
子
も
『
き
け
わ

だ
つ
み
の
こ
え
』
を
重
要
視
し
（
�
）、
民
衆
の
叫
び
声
を
聴
こ
う
と
す
る
意
志
を
持
ち
、
共
に
、
国
境
を
越
え
た
視
野
を

得
て
い
た
と
い
う
共
通
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

な
お
、日
本
文
学
研
究
者
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
、二
〇
二
二
年
出
版
の
論
文
集
（
�
）
の
中
で
、「
タ
イ
ト
ル
『
銃

口
（m

uzzle

）』
は
、『
銃
（ri�e

）』
と
『
口
（m

outh
）』
と
い
う
二
つ
の
漢
字
か
ら
成
る
」
と
し
た
上
で
、「『
声
を
抑
圧

す
る
銃
』
に
対
し
、『
口
』
は
『
抑
圧
へ
の
抵
抗
か
ら
起
こ
る
人
間
の
声
』
の
象
徴
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
綾
子
が
『
銃

口
』
で
描
写
し
た
「
銃
口
を
向
け
る
も
の
」
と
、
百
合
子
が
『
道
標
』
で
用
い
た
「
銃
口
」
の
描
写
法
と
が
融
合
し
た
捉

え
方
と
言
え
よ
う
。
つ
い
で
、「
個
人
の
声
」
を
「
抑
圧
す
る
声
」
の
あ
っ
た
時
代
を
語
る
綾
子
自
身
の
「
声
」
を
聴
く
こ

と
が
で
き
る
『
銃
口
』
は
、
内
容
と
文
体
の
一
致
が
効
果
的
な
「
声
の
文
学
」
で
あ
る
、
と
論
じ
た
。
本
研
究
の
結
果
は
、

こ
の
「
声
の
文
学
」
と
繋
が
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
検
証
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
は
や
し　

か
な
え
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
）

凡
例

・
底
本
と
し
て
、
『
三
浦
綾
子
全
集
』
（
全
二
十
巻
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
一
年
七
月
―
一
九
九
九
三
年
二
月
）
を
使

用
し
た
。
た
だ
し
、
同
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
註
に
記
す
通
り
で
あ
る
。

・
宮
本
百
合
子
『
道
標
』
第
三
部
の
引
用
は
、
『
宮
本
百
合
子
全
集　

第
八
巻
』
（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
五

月
）
に
拠
っ
た
。

・
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
上
下
巻
の
引
用
は
、
小
学
館
（
一
九
九
四
年
三
月
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
『
銃
口
』
の
引
用
の
み

章
タ
イ
ト
ル
も
明
記
し
た
。

・
各
作
品
引
用
の
際
、
改
行
箇
所
に
は
／
を
付
し
、
適
宜
傍
線
を
施
し
た
。

・
作
品
名
を
作
品
と
し
て
記
載
す
る
際
は
、
雑
誌
掲
載
作
品
で
あ
っ
て
も
『　
　

』
の
表
記
に
統
一
し
た
。

・
初
出
の
副
題
等
で
現
物
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
監
修 

黒
古
一
夫　

著 

岡
野
裕
行
『
三
浦
綾
子 

書
誌
』
（
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
に
拠
っ
た
。

・
文
芸
評
論
家
等
の
敬
称
は
略
し
た
。
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［
註
］

（
１
）
三
浦
光
世
「
十
五
『
銃
口
』
︱︱

綾
子
最
後
の
小
説
」（『
三
浦
綾
子
創
作
秘
話
』
小
学
館
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
二
一
一
頁
。）

（
２
）
赤
木
国
香
「『
銃
口
』
韓
国
公
演
と
光
世
さ
ん
」（
監
修 

上
出
惠
子 

編
集 

小
泉
雅
代
、
梶
浦
浩
子
、
山
田
美
穂
『
三
浦
綾
子
生
誕

一
〇
〇
年
＋
α
記
念
文
学
ア
ル
バ
ム
増
補
版
』
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
、
八
八
頁
。）

（
３
）
註
（
１
）
に
同
じ
、
二
二
五
頁
。

（
４
）『
銃
口
』
下
「
あ
と
が
き
」
三
一
四
頁
。
こ
の
一
文
は
、
小
学
館
「
本
の
窓
」
編
集
長
眞
杉
章
か
ら
の
三
浦
綾
子
宛
書
簡
（
一
九
八
八

月
九
月
一
二
日
発
信
、
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
所
蔵
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
簡
は
二
〇
二
〇
年
度
の
同
館
企
画
展　

連

載
開
始
『
銃
口
』
三
〇
年
／
『
青
い
棘
』
四
〇
年
を
記
念
し
た
「
ア
ノ
日
、
空
ノ
下
デ
君
ハ
何
ヲ
想
フ
」
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。
同

書
簡
に
は
、「『
氷
点
』
に
は
じ
ま
る
先
生
の
『
神
』
と
『
人
間
』
と
い
う
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
を
軸
と
し
て
、
混
沌
の
二
十
世
紀
が
、

二
十
一
世
紀
へ
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
／
舞
台
背
景
は
、
激
動
と
混
沌
の
〝
昭
和
〟
と
い
う
時

代
で
す
。
過
去
の
何
世
紀
分
に
も
相
当
す
る
こ
の
昭
和
も
、
や
が
て
暮
れ
な
ず
も
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
こ
こ
に
は
二
十
世
紀
の
文

化
と
文
明
が
、
科
学
技
術
の
進
展
と
共
に
め
ま
ぐ
る
し
く
せ
め
ぎ
あ
い
つ
つ
、
人
類
を
先
の
見
え
な
い
袋
小
路
へ
と
追
い
込
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。
／
こ
の
、
先
の
見
え
な
い
世
紀
末
の
先
に
、
ど
ん
な
人
類
の
未
来
が
あ
る
の
か
。
私
た
ち
二
十
世
紀
を
生
き
た
人
間
は
、

二
十
一
世
紀
を
生
き
る
い
ま
は
ま
だ
若
い
次
の
世
代
に
何
を
残
し
、
何
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
／
科
学
技
術
文
明
の
行
き
つ

く
と
こ
ろ
に
、
何
が
あ
る
の
か
。
不
条
理
な
人
間
は
そ
こ
に
何
を
得
、
何
を
喪
っ
て
き
た
か
。
そ
の
時
、『
神
』
は
何
で
あ
る
の
か
。
／

本
当
の
『
人
間
の
ド
ラ
マ
』
を
お
願
い
し
ま
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
超
え
る
、
二
十
世
紀
末
の
、
人
間
の
金
字
塔

を
‼
」
／
／
一
年
間
、
熟
成
し
て
く
だ
さ
い
。
連
載
開
始
は
来
年
秋
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
は
当
初
、「
黒
い
河
の

流
れ
」
と
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
三
浦
綾
子
『
こ
の
病
を
も
賜
も
の
と
し
て 

生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
２
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、

一
九
九
四
年
、
二
九
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
黒
古
一
夫
と
の
対
談
が
、
眞
杉
章
の
司
会
に
よ
り
一
九
九
三
年
七
月
五
日
、
旭
川
市
の
三
浦
綾
子
宅
に
て
行
わ
れ
た
。
対
談　

黒

古
一
夫
・
三
浦
綾
子
、
司
会　

眞
杉
章
「
特
別
連
載
小
説
『
銃
口
』
を
完
結
し
て
」（「
本
の
窓
」
九
・
一
〇
月
合
併
号
、
小
学
館
、

一
九
九
三
年
一
〇
月
一
日
、
七
五
頁
。）
本
稿
で
は
単
行
本
『
希
望
、
明
日
へ 
三
浦
綾
子
対
談
集
』
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
二

月
所
収
を
使
用
、
一
二
一
︱
一
四
一
頁
。
こ
の
段
落
の
引
用
は
す
べ
て
上
記
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
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（
６
）
碓
田
の
ぼ
る
と
の
対
談
が
、
一
九
九
四
年
四
月
二
八
日
、
旭
川
市
の
三
浦
綾
子
宅
に
て
行
わ
れ
た
。「
私
と
生
徒
た
ち
と
の
個
性
的
な

出
会
い 

三
浦
綾
子
さ
ん
、『
銃
口
』
を
語
る
」（「
エ
デ
ュ
カ
ス
」
第
五
号
、
大
月
書
店
、
一
九
九
四
年
七
月
、
八
︱
二
一
頁
）。
本
稿
で
は

『
希
望
、
明
日
へ 

三
浦
綾
子
対
談
集
』（
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
二
月
、
一
五
三
―
一
八
三
頁
。）
を
使
用
し
、
こ
の
段
落
の
引
用

は
す
べ
て
上
記
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
対
談
は
『
三
浦
綾
子
対
話
集
１ 

人
と
自
然
』（
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
二
月
、
一
九
〇

︱
一
九
一
頁
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
十
二
年
の
手
紙
」　

宮
本
顕
治
、
宮
本
百
合
子
往
復
書
簡
」（「
主
婦
の
友
」
一
一
月
号
、
主
婦
の
友
社
、

一
九
八
一
年
一
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
、
三
浦
綾
子
「
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
」（『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
八
巻
』）
註
（
15
）
同
書

を
使
用
、九
七
︱
九
九
頁
。
三
浦
綾
子
「
書
簡
集
『
十
二
年
の
手
紙
』
＝
宮
本
顕
治
・
百
合
子
」（『
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
』
新
潮
文
庫
、

一
九
九
〇
年
七
月
、
二
三
九
頁
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
佐
藤
将
寛
『
三
浦
綾
子 
最
後
の
小
説
「
銃
口
」
を
読
む
―
綴
方
事
件
と
そ
の
モ
デ
ル
た
ち
―
』
柏
艪
舎
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、

一
二
四
︱
一
二
九
頁
。

（
９
）
上
出
惠
子
「
三
浦
文
学
の
ゆ
く
え
―
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
再
考
―
」（
森
下
辰
衛
、
遠
藤
優
子
、
日
吉
成
人
編
『
三
浦
綾
子
読
書
会
紀

要 

綾
果
』
三
号
、
三
浦
綾
子
読
書
会
、
二
〇
二
四
年
二
月
、
五
四
頁
。）
な
お
、
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
研
究
』
の
著
者
名
「
上
出
恵
子
」

を
用
い
る
。

（
10
）
三
浦
綾
子
「『
宮
本
百
合
子
選
集
』
に
想
う 
『
道
標
』『
十
二
年
の
手
紙
』
の
こ
と
な
ど
」（「
読
書
の
友
」
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、

一
九
六
九
年
四
月
七
日
）
に
、「
私
が
宮
本
百
合
子
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、女
学
校
の
頃
、中
条
百
合
子
の
『
貧
し
き
人
々
の
群
』
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
た
だ
天
才
少
女
の
文
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
心
を
奪
わ
れ
た
だ
け
で
、
本
当
に
宮

本
百
合
子
を
読
む
気
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
、
リ
ー
ベ
か
ら
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
も
ら
っ
た
時
以
来
で
あ
る
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。

（
11
）
三
浦
綾
子
年
譜　

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
編
『
生
き
る
こ
と 
ゆ
る
す
こ
と 

三
浦
綾
子 

新
文
学
ア
ル
バ
ム
』
北
海
道
新
聞
社
、

二
〇
〇
七
年
六
月
、
一
一
七
頁
―
一
二
五
頁
。

（
12
）
自
作
年
譜 

監
修 

上
出
惠
子 

編
集 

三
浦
綾
子
記
念
文
化
財
団
『
三
浦
綾
子
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
文
学
ア
ル
バ
ム
』
三
浦
綾
子
記
念

文
学
館
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
、
一
一
〇
︱
一
二
一
頁
。
本
稿
で
は
、
監
修 

上
出
惠
子 
編
集 

小
泉
雅
代
、
梶
浦
浩
子
、
山
田
美
穂
『
三

152



宮本百合子『道標』と三浦綾子『銃口』――タイトル「銃口」をめぐる一考察――

浦
綾
子
生
誕
一
〇
〇
年
＋
α
記
念
文
学
ア
ル
バ
ム
増
補
版
』
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
所
収
を
使
用
、
一
一
〇
︱

一
二
一
頁
。

（
13
）
三
浦
綾
子
「
道
あ
り
き
」（『
三
浦
綾
子
全
集　

第
三
巻
』）

（
14
）
三
浦
綾
子
『
生
命
に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
』
新
潮
文
庫
、
一
九
八
〇
年
八
月
。

（
15
）
三
浦
綾
子
「
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
」（『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
八
巻
』）

（
16
）
註
（
15
）
同
書
の
一
八
二
︱
一
八
三
頁
に
は
、
前
川
が
扉
に
書
い
た
次
の
全
文
と
、
そ
の
後
に
は
、
当
時
の
前
川
の
心
境
を
想
う
綾

子
の
言
葉
も
記
さ
れ
て
い
る
。「〈
こ
れ
は
全
く
私
た
ち
と
同
じ
世
代
の
友
だ
ち
の
声
、
し
か
も
彼
ら
は
死
に
、
私
た
ち
は
生
き
た
、
私
た

ち
の
生
は
、
彼
ら
に
負
っ
て
い
る
。
／
さ
あ
、
更あ

ら
ため
て
、
／
か
つ
て
の
自
分
た
ち
の
声
を
聞
こ
う
。
／
一
九
四
九
年
十
月
二
十
六
日
〉

／
彼
は
結
核
患
者
の
故
に
、戦
争
に
赴
か
な
か
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
。恐
ら
く
彼
は
私
以
上
に
、自
分
の
生
を
彼
ら
に
負
っ
て
い
る
と
思
っ

た
の
で
は
な
い
か
。」

（
17
）
註
（
14
）
同
書
、
一
九
八
頁
。

（
18
）
Ａ
説
は
、「
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
〇
月
」
に
贈
っ
た
、と
す
る
説
。
こ
れ
は
註
（
10
）
同
紙
の
、「
昭
和
二
十
五
年
十
月
、リ
ー

ベ
か
ら
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
も
ら
っ
た
」
に
拠
る
。
ま
た
、
註
（
13
）
同
書
の
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
内
容
と
思
し
き

五
八
頁
に
も
、「
彼
は
、（
略
）
宮
本
百
合
子
・
顕
治
の
『
十
二
年
の
手
紙
』
な
ど
、
次
々
に
買
っ
て
き
て
は
、
わ
た
し
に
感
想
文
を
書
か

せ
る
の
だ
っ
た
」
と
い
う
記
載
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
Ｂ
説
は
、「
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
二
月
二
七
日
」
に
『
十
二
年
の
手
紙 

そ
の
一
』
を
、「（
同
年
）
四
月
三
十
日
」
に
『
そ
の
二
』
を
、「
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
」
ク
リ
ス
マ
ス
に
『
そ
の
三
』
を
贈
っ
た
、

と
す
る
説
。
こ
れ
は
註
（
37
）
に
拠
る
。
本
稿
で
は
、
Ａ
、
Ｂ
両
説
に
基
づ
き
記
載
し
た
。

（
19
）
註
（
10
）
同
紙
。
以
下
引
用
す
る
。
︱︱

そ
し
て
私
は
、
生
れ
て
初
め
て
作
家
に
対
し
て
手
紙
を
書
い
た
。
と
い
っ
て
も
、
甚
だ

簡
単
な
手
紙
だ
っ
た
。「
深
い
感
動
を
持
っ
て
、『
道
標
』
を
読
み
終
り
ま
し
た
。
ど
う
か
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。
次
回
の
作
品
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」（
た
だ
し
、「
作
家
に
手
紙
を
出
す
と
い
う
の
は
何
か
気
恥
ず
か
し
く
、
私
は
た
め
ら
い
を

感
じ
て
、
そ
の
手
紙
を
机
の
引
出
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に
し
て
あ
っ
た
」
と
あ
る
。）

（
20
）
註
（
13
）
同
書
、
六
三
頁
。

（
21
）
註
（
10
）
の
出
典
に
同
じ
。「
二
十
六
年
一
月
宮
本
百
合
子
の
死
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
時
、
私
は
思
わ
ず
泣
い
た
」、「
今
に
至
る
ま
で
、
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有
名
人
の
死
を
聞
い
て
泣
い
た
の
は
、
ガ
ン
ジ
ー
の
時
と
、
宮
本
百
合
子
の
時
だ
け
で
あ
る
」
に
拠
る
。

（
22
）
註
（
18
）、
Ｂ
説
に
同
じ
。

（
23
）
註
（
18
）、
Ｂ
説
に
同
じ
。

（
24
）
こ
こ
で
は
、
朝
日
新
聞
朝
刊
に
連
載
が
開
始
さ
れ
た
一
九
六
四
年
一
二
月
九
日
を
「
デ
ビ
ュ
ー
」
と
し
て
い
る
。

（
25
）
初
出
、「
主
婦
の
友
」
一
九
六
五
年
八
月
号
︱
一
九
六
六
年
一
二
月
号
、
主
婦
の
友
社
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
一
巻
』
所

収
の
「
ひ
つ
じ
が
丘
」
を
使
用
、
三
六
八
頁
。

（
26
）
初
出
、「
週
刊
女
性
自
身
」
光
文
社
、
一
九
六
六
年
五
月
二
三
日
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
五
巻
』
所
収
の
「
愛
す
る
こ

と
信
ず
る
こ
と
」
を
使
用
、
五
八
︱
五
九
頁
。

（
27
）
初
出
、「
主
婦
の
友
」
一
九
六
七
年
一
月
号
―
一
九
六
八
年
一
二
月
号
、
主
婦
の
友
社
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
三
巻
』
所

収
の
「
道
あ
り
き
」
を
使
用
、
五
八
頁
。

（
28
）
初
出
、
註
（
27
）
の
初
出
に
同
じ
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
三
巻
』
所
収
の
「
道
あ
り
き
」
を
使
用
、
六
四
︱
六
六
頁
。

（
29
）
初
出
、「
朝
日
新
聞
夕
刊
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
四
月
二
四
日
︱
一
九
六
八
年
五
月
一
八
日
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
二
巻
』
所
収
の
「
積
木
の
箱
」
を
使
用
、
五
一
四
頁
。

（
30
）
初
出
、「
婦
人
手
帖
」
一
一
月
号
、
七
一
号
、
札
幌
婦
人
会
館
、
一
九
六
八
年
一
一
月
。
本
稿
で
は
『
一
日
の
苦
労
は
、
そ
の
日
だ
け

で
十
分
で
す
』（
小
学
館
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
を
使
用
、
九
九
︱
一
〇
一
頁
。

（
31
）
初
出
、「
北
海
道
新
聞
夕
刊
」
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
三
月
一
四
日
。
本
稿
で
は
『
ひ
か
り
と
愛
と
い
の
ち
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
一
二
月
）
を
使
用
、
九
〇
︱
九
三
頁
。

（
32
）
初
出
、
註
（
10
）
同
紙
。

（
33
）
初
出
、「
朝
日
新
聞
朝
刊
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
五
月
一
二
日
︱
一
九
七
一
年
五
月
一
〇
日
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
四
巻
』
所
収
の
「
続
氷
点
」
を
使
用
、
一
八
六
頁
。

（
34
）
初
出
、「
短
歌
」
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
四
月
︱
一
九
七
三
年
八
月
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
五
巻
』
所
収
の
「
石
こ
ろ

の
う
た
」
を
使
用
、
四
〇
五
頁
。

（
35
）
初
出
、「
小
説
宝
石
」
光
文
社
、
一
九
七
三
年
五
月
、
五
月
号
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
六
巻
』
所
収
の
「
足
跡
の
消
え
た

154



宮本百合子『道標』と三浦綾子『銃口』――タイトル「銃口」をめぐる一考察――

女
」
を
使
用
、
五
二
〇
頁
。

（
36
）
初
出
、「
ベ
ル
マ
マ
ン
」
学
習
研
究
社
、
一
九
八
〇
年
一
月
︱
一
九
八
二
年
二
月
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
一
巻
』
所
収

の
「
青
い
棘
」
を
使
用
、
八
七
頁
。

（
37
）初
出
、「〔
月
報
一
三
〕『
十
二
年
の
手
紙
』と
私
」（『
宮
本
百
合
子
全
集 

第
二
十
一
巻
』新
日
本
出
版
社
、一
九
八
〇
年
三
月
、一
︱
三
頁
。）

（
38
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
」　

ヒ
ル
テ
ィ
」（「
主
婦
の
友
」
一
一
月
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
〇
年

一
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
三
〇
頁
。

（
39
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
枕
草
子
」　

清
少
納
言
」（「
主
婦
の
友
」
二
月
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
一
年
二
月
一
日
。）
本
稿
で

は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
四
七
頁
。

（
40
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」」（「
主
婦
の
友
」
七
月
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
一
年
七
月
一
日
。）
本
稿

で
は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
七
四
︱
七
九
頁
。

（
41
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
十
二
年
の
手
紙
」　

宮
本
顕
治
、
宮
本
百
合
子
往
復
書
簡
」（「
主
婦
の
友
」
一
一
月
号
、
主
婦
の
友
社
、

一
九
八
一
年
一
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
九
七
︱
九
九
頁
。

（
42
）
初
出
、「〔
泉
へ
の
招
待
〕
あ
や
ま
ち
を
ゆ
る
す
の
は
人
の
誉
で
あ
る
」（「
淡
交
」
九
月
号
、
淡
交
社
、
一
九
八
二
年
九
月
一
日
。）
本

稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
八
巻
』
所
収
の
「
泉
へ
の
招
待
」
を
使
用
、
二
六
一
︱
二
六
二
頁
。

（
43
）
註
（
34
）
同
書
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
五
巻
』
所
収
の
「
石
こ
ろ
の
う
た
」
を
使
用
、
四
〇
五
頁
。

（
44
）
初
出
、「
マ
ミ
イ
」
付
録
冊
子
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
」
小
学
館
、
一
九
八
六
年
五
月
一
日
、
四
六
︱
四
七
頁
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
九
巻
』
所
収
の
「
私
の
赤
い
手
帖
か
ら
」
を
使
用
、
三
〇
九
頁
。

（
45
）
初
出
、「
北
海
道
新
聞
日
曜
版
」
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
五
月
四
日
。
本
稿
で
は
『
国
を
愛
す
る
心
』（
小
学
館
新
書
、

二
〇
一
六
年
四
月
）
を
使
用
、
五
四
頁
。
新
書
収
録
に
あ
た
り
タ
イ
ト
ル
変
更
あ
り
。

（
46
）
初
出
、「
私
の
中
の
丸
善
」（「
学
鐙
」
一
〇
月
五
日
号
、
丸
善
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
五
日
。）
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
二
十

巻
』
所
収
の
「
心
の
あ
る
家
」
を
使
用
、
三
六
二
頁
。

（
47
）
初
出
、「〔
生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
〕」（「
信
徒
の
友
」
一
月
号
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
九
年
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
『
こ

の
病
を
も
賜
も
の
と
し
て 

生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
２
』（
日
本
基
督
教
壇
出
版
局
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
を
使
用
、
三
〇
頁
。
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（
48
）
初
出
、「〔
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
〕
森
繁
久
彌
夫
人
を
思
う
」（「
北
海
道
新
聞
日
曜
版
」
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
一
二
月
八
日
。）

本
稿
で
は
『
小
さ
な
一
歩
か
ら
』（
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
を
使
用
、
一
七
頁
。

（
49
）
初
出
、「〔
私
の
中
の
歴
史 

生
と
死
を
み
つ
め
て
〕
肺
結
核
で
十
三
年
間
の
闘
病
生
活
に
」（「
北
海
道
新
聞
夕
刊
」
北
海
道
新
聞
社
、

一
九
九
三
年
一
月
一
一
日
。）
本
稿
で
は
、
道
新
旭
川
政
経
文
化
懇
話
会
編
『
綾
子
・
大
雪
に
抱
か
れ
て
︱
三
浦
文
学
案
内
』（
北
海
道
新

聞
社
、
一
九
九
八
年
六
月
）
を
使
用
、
六
六
頁
。

（
50
）
初
出
、『
三
浦
綾
子
Ｖ
Ｓ
．
ひ
ろ
さ
ち
や
対
談
集 

生
命
と
の
対
話　

キ
リ
ス
ト
教
・
祈
り
の
か
た
ち
』
主
婦
の
友
社
、一
九
九
四
年
二
月
、

一
五
一
︱
一
五
二
頁
。
な
お
、
本
対
談
は
『
三
浦
綾
子
対
話
集
２ 

愛
と
祈
り
』（
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）
一
八
一
︱
一
八
二
頁
に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）
初
出
、「〔
書
想
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〕
戦
場
の
恐
怖
よ
り
も
〝
見
え
な
い
銃
口
〟
の
恐
怖
を
伝
え
た
い
」（「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
」
小
学
館
、

一
九
九
四
年
六
月
二
三
日
、
六
二
頁
。）

（
52
）
初
出
、「〔
対
談 

三
浦
綾
子 
山
田
洋
次 

希
望 

明
日
へ
２
〕『
銃
口
』
―
国
民
狙
う
時
代
の
狂
気
」（「
北
海
道
新
聞
朝
刊
」
北
海
道
新
聞
社
、

一
九
九
四
年
八
月
八
日
。）
本
稿
で
は
註
（
５
）
同
書
を
使
用
、
一
九
一
︱
一
九
二
頁
。

（
53
）
初
出
、「
対
談
・
結
婚
し
て
三
十
六
年 
い
ま
思
う
こ
と
」（『
新
し
き
鍵
︱ 

私
の
幸
福
論
︱
』
光
文
社
、
一
九
九
五
年
五
月
三
〇
日
。）

本
稿
で
は
『
新
し
き
鍵 

結
婚
に
つ
い
て
考
え
る
』（
光
文
社
文
庫
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
）
所
収
の
同
対
談
を
使
用
、
二
〇
九
頁
。
な
お
、

本
対
談
は
『
三
浦
綾
子
対
話
集
４ 

共
に
歩
む
』（
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
四
月
）
九
九
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）
初
出
、「〔
命
あ
る
限
り
〕
紫
斑
病
の
心
配
」（「
野
性
時
代
」
六
月
号
、角
川
書
店
、一
九
九
五
年
六
月
一
日
。）
本
稿
で
は
『
命
あ
る
限
り
』

（
角
川
文
庫
、
一
九
九
九
年
六
月
）
を
使
用
、
一
一
一
︱
一
一
四
、一
二
五
、一
二
八
頁
。

（
55
）
初
出
、「「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

」
―
―
戦
争
と
平
和
」（『
さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
か
た
ち
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
六
九
―

七
三
頁
。
な
お
、『
信
仰
エ
ッ
セ
イ
選 

平
凡
な
日
常
を
切
り
捨
て
ず
に
深
く
大
切
に
生
き
る
こ
と
』（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
〈
フ
ォ
レ
ス
ト

ブ
ッ
ク
ス
〉、
二
〇
二
二
年
一
一
月
）
一
五
五
、一
五
七
頁
に
も
再
録
。

（
56
）
初
出
、「
永
遠
の
平
和
を
求
め
て
―
―
小
説
『
銃
口
』
の
背
景
」
註
（
55
）
の
初
出
に
同
じ
、
一
三
二
頁
。

（
57
）
竹
林
一
志
「
三
浦
綾
子
文
学
と
戦
争
―
―
戦
争
の
描
か
れ
方
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
」（「
キ
リ
ス
ト
教
文
学
研
究
」
第
四
十
一
号
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会
、
二
〇
二
四
年
五
月
一
一
日
）
九
八
―
一
一
三
頁
参
照
。
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（
58
）
註
（
10
）
同
紙
。

（
59
）
宮
本
百
合
子
「
金
色
の
口
」（
随
想
）
の
「
生
き
な
が
ら
の
姿
で
埋
め
ら
れ
た
一
人
の
兵
卒
の
銃
口
が
叢
が
茂
っ
た
幾
星
霜
の
今
日
も

な
お
現
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
眺
め
た
人
々
は
思
わ
ず
も
惻
隠
の
情
を
う
ご
か
さ
れ
、
恐
ら
く
は
そ
こ
に
膝
を
つ
い
て
、
そ
の
銃
口
を
撫

で
て
や
る
の
で
あ
ろ
う
。」
に
拠
る
。
初
出
、「〔
文
壇
曲
射
砲
〕
読
売
新
聞
」
一
九
三
七
年
九
月
二
三
日
。
本
稿
で
は
『
宮
本
百
合
子
全

集　

第
十
七
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
を
使
用
、
四
八
七
頁
。

（
60
）
小
田
島
本
有
『
三
浦
綾
子
論　

―
そ
の
現
代
的
意
義
―
』
柏
艪
舎
、
二
〇
二
二
年
四
月
、
二
七
二
―
二
七
三
頁
。

（
61
）
宮
本
百
合
子
の
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
例
え
ば
次
の
記
録
で
確
認
で
き
る
。

①
「
小
さ
い
婦
人
た
ち
の
発
言
に
つ
い
て
―
―
『
わ
た
し
た
ち
も
歌
え
る
』
ま
え
が
き
―
―
」（
一
九
四
九
）
の
中
の
、「
わ
た
し
た
ち

が
き
ょ
う
青
年
の
記
録
と
し
て
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
『
生
き
残
っ
た
青
年
達
の
記
録
』
を
も
ち
、
更
に
こ
う
い
う
『
わ

た
し
た
ち
も
歌
え
る
』
を
も
つ
こ
と
の
う
ち
に
、
胸
の
ひ
き
し
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。」（『
宮
本
百
合
子
全
集 

第
十
七
巻
』
新
日

本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
三
月
、
七
七
八
頁
。）

②
「『
未
亡
人
の
手
記
』
選
後
評
」（
一
九
五
〇
）
の
中
の
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
『
読
み
と
り
か
た
』
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、

は
じ
め
て
現
代
生
活
の
意
味
が
い
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
文
集
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。」（『
宮
本
百
合
子

全
集　

第
十
七
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
三
月
、
七
九
一
頁
。）

③
「
東
大
で
の
話
の
原
稿
」（
一
九
五
〇
年
一
二
月
八
日
、
東
京
大
学
の
戦
没
学
生
記
念
集
会
で
の
講
演
メ
モ
）
の
中
の
、「（
獅
子
文
六

の
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
が
喜
劇
的
に
な
っ
て
来
る
、
と
い
う
言
に
対
し
、）
わ
た
し
に
は　

ど
う
し
て　

き
け
わ
だ
つ
み
が

喜
劇
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
獅
子
文
六
と
い
う
方
は
喜
劇
を
経
験
し
た
で
し
ょ
う
」（『
宮
本
百
合
子
全
集 

第
二
十
巻
』

新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
七
月
、
七
四
〇
頁
。）

④
「
こ
と
の
真
実
」（
一
九
五
一
）
の
中
の
、「
東
大
協
同
組
合
出
版
部
か
ら
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
い
う
戦
没
学
生
の
手
記
を

集
め
た
本
が
発
行
さ
れ
た
。
戦
没
し
た
学
生
た
ち
は
、
帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
が
ど
ん
な
に
人
類
的
な
犯
罪
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
、
死
の
訴
え
と
し
て
の
こ
し
た
。
や
が
て
屍
と
な
る
自
分
の
靴
の
底
へ
か
く
し
た
紙
き
れ
の
文
字
に
よ
っ
て
。
ポ
ケ
ッ

ト
の
手
帖
に
か
か
れ
た
瀕
死
の
自
画
像
に
よ
っ
て
。」（『
宮
本
百
合
子
全
集 
第
十
三
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
九
年
一
一
月
、

五
三
六
頁
。）
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ま
た
、
東
京
大
学
で
の
百
合
子
最
後
の
講
演
（
一
九
五
〇
年
一
二
月
八
日
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

⑤
生
方
た
つ
ゑ
「
弾
圧
の
中
で
昇
華
し
た
抵
抗
文
学 

宮
本
百
合
子
」
の
中
の
、「
折
し
も
東
京
大
学
で
『
わ
だ
つ
み
像
』
建
立
拒
否
抗

議
集
会
の
戦
没
学
生
慰
霊
祭
に
病
を
お
し
て
出
席
し
て
講
演
を
行
っ
た
」（
解
説 

木
下
和
夫
『
十
二
支
別
・
易
学
解
説 

女
性
芸
術
家

の
人
生
12
［
亥
年
編
］』
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
七
五
頁
。）

⑥
辻
井
喬
「
戦
後
の
百
合
子
︱
回
想
を
ま
じ
え
て
」
の
中
の
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
会
』、
現
在
の
共
産
党
学
生
支
部
、
反
戦
学
生
同

盟
な
ど
い
く
つ
か
の
団
体
が
集
ま
り
、
集
会
の
準
備
を
し
ま
し
た
。（
中
略
）
宮
本
先
生
は
『
少
し
前
か
ら
風
邪
を
ひ
い
て
な
か
な

か
抜
け
な
く
て
調
子
が
よ
く
な
い
が
、学
生
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
の
な
ら
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
ね
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、

引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」「
百
合
子
さ
ん
が
学
生
の
集
会
な
の
に
メ
モ
ま
で
作
っ
て
話
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。
風
邪
で
具
合
が
悪
か
っ
た
の
に
す
ま
な
か
っ
た
な
あ
と
い
う
思
い
も
し
て
い
ま
す
。」（
伊
豆
利
彦
［
ほ
か
］
著
、

多
喜
二
・
百
合
子
研
究
会
編
『
い
ま
に
生
き
る
宮
本
百
合
子
』
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
一
五
七
―
一
五
八
頁
。）

（
62
）P

hilip, G
abriel. M

iura A
yako and the H

um
an Face of Faith : H

andbook of Japanese C
hristian W

riters. E
dited by 

M
ark W

illiam
s, Van C

. G
essel and Yam

ane M
ichihiro. Japan D

ocum
ents, 2022.p207-231. 

　
　
『
銃
口
』
に
関
す
る
記
述
、M

uzzle
（Jukō

）:T
he Final N

ovel 

は
、
二
二
四
―
二
二
九
頁
等
に
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
の
引
用

は
、
次
の
箇
所
（
二
二
七
頁
）
に
拠
る
。
― the Japanese title, Jūkō, com

prises tw
o C

hinese characters, m
eaning “ri�e” 

and “m
outh” respectively, thereby representing an opposed pair, w

ith the ri�e seen as suppressing voice, the hum
an 

voice rising in opposition to this suppression.

158



宮本百合子『道標』と三浦綾子『銃口』――タイトル「銃口」をめぐる一考察――159




